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復刻にあたって

h;! 本の必ず1 は次のように変濯している 。

|刻州立1! 築協会最m誌:J (大 lE 6 年 9 月- 7 年12) 1) 

r  11 1j "kJ ! 築協会主( E誌J ( 大正 8 年 1 )1 - 8 年12) 1) 

主主築と社会J (大A 9  '1'- 1 川以降)

1A紙を .('j : r縮小して収録した場介がある 。 また、岡本が附i

lぷされているため、不完全なものがある 。

|析 J&. による不完全な文字は中JLみ，( ( したものがある 。

ぷ紙の刷色は一色に統ー したためJJ;i 本とは災なる 。

11絵はカラーのI ( も全て! ! .¥一色 でI:II!Mした 。

「会宇| むの j岳民には乱れがあるが、 JJ;i 本のままとした 。

作W: ごとの「総日鈷」は、発見できたものに限り、" 去、月W:

の第・りの，jij に収Sました 。

災1A紙は、 『第 -W: 第一 り』 に| 製り収鈷した 。

1[(大の発n ll は、奥H に記されたものを採用した 。

， ｪ￭ｪｦＮ ｪｽぶ［りの引 ￭ｬ えび後 ｈ ｊＮよ［つは収鈷しなか っ た 。 ｲｊｾ［ りょｴＮ ＡｉＧｵ

「 μ Ｎ ｾ ;1; .  11 i.大」およひI riIJ ・1戊jぶ行 -'fl
J

( 復刻に f毘し新たに斜l

み、付け加えた) を参照して Ifi きたい。

また、 JL;l f ｴＨ にはｾＡｬ ｴ 1' 1の t( が付けられているため、本御

室'J) 阪の広 ;1; .t( のt ( は- l ' t していない。

本復刻版は日本位築協会所lほのJJ;i 本を{ 史川した 。

(イミー二山n反)
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Z 言宗号室雲覧車御案内

大取引戦日( こ月( 亡愈々倣烈を極め 、一億倒氏更に j:' 撃ちて し止ま む

の信念を問め 、総力を拳げて必勝に遁; 隼すべき秋、大阪曾勢幹事曾

κ 於ては伊勢大防に参奔戦捷祈願をなすと共 l仁 明 野 陸 軍 飛行皐校

を見与して時局下航空に関す る認識を一層深めんとす、何卒下記要

項に よ り奮て御参加あらんこ とを

要 項

J. 日 時 9 月26日 ( 日) 晴雨不論

午前約 I昨 閥急: 上六H¥接 ・ 午 後 9 時 頃 ー|二六着解散

J . 曾 費 不 要

1. 交 逼 費 総て向排のと と

1. 食 事 '.1-'食、夕食共簡l} l . なるもの差上げます

1. 締 切 9 月初日中に r_ . ，、ガキ」を以て申込のこと

但し鷺定人員に達した場合は期目前でも締切ります

ｊ 参加申込 の カーには Ｎ ｾめて詳細なる行程を御通知致します

〉参加者・は合員 ( 地方を含む) 、終身並に特別性助員に限 Dます

③ 曾員章御侃用願ひます

小代人の参加は御遠慮. 下さい

曾 勢 幹 事 曾

在盤谷日泰文化奮館建築設計圏実懸賞募集lニ関する件

今般円泰文化合餓l乞於て下記の通り標記懸賞募集有之{展開多数際募相成概御案内申上快

記

1  .  l I J . 募画案締切及送り先

I!附Iリ川Jバ?手和和1.1はl Si年f l叩0)月']3幻] 1川1;迄主に 3取!巨1京者都|目l赤坂直? 湘悶池町ヨ五L '干得枠i地也日泰女文; 化合館耳東医京事

至自到lりi7許持する拡様- 提出のとと。

J. 嘗選者賞獄並ニ賞金

1 等 大東市. 大序賞11犬

2 等 同

3 等 同

外 l亡 選 外 佳 作

募 集規 院:.lt f' C詳*111は f:.記同泰文化合目竹取京事務所宛直接請求せられたし。

倒木舎にも一部備付有之につき御手 ｦｪｾＮ の向は御茶 所の 上一覧せられたし。

副賞金

同

同

1 蔦|民1

5 千阿

3 千IOl I

名

名

名

唱

i

可

ょ

の

必

昭 和 1 8 年 9 月

社 固 法 人 日 本 建 築 協 曾



夏 f主 生の

住生活の信保一一大道への順磨、

決戦下欧米流住文化の流入から切り離されたる

今日は日本の住生活の本然の姿に振り返へり其の

優れたる特質を進展せしめる矯めに絶好の機舎で

るる。想を務めて日本住生活の本来の姿を反省す

る時に大道への順隠と云ふ一語に其の一切か聾さ

れる事を見出す。今其の事に就いて暫く検討して

見度いと思ふ。

住生活理念の基本一一環境K 封ずる想念、

住生活の理念は環境と呼ばれるものに射する想

念に其の基底を置く。環境と呼ばれるものは人聞

を圏む一つむ質的存在であるには蓮ひない。然し

乍ら更に想を深めて其の本質を見極める時に固定

し? とる質的存在で重うるかに見えたる環境は一時し

て自己内面の| 映像である事に筑付くのである。

とかく御覧よ世聞は鏡

笑ひ顔陀は笑ひ顔

之れは悌教の根底をたす世界観を最も平易に一

文不知の人達に明らめる矯めに誰かSうる高備でも

思v . 付いた歌で自うろうと思ふ。私はるる時滞土宗

の御坊サンが家の女中にとの献を云って聞かせて

居るのを側で聞いて居て英の頃迄に段々に私の内

に生長しつム喜うり精ハツキリした形になりかけて

居た庭の環境と呼ばれるものに封ずる想念は全く

決定的になったのでるった。私は之れを環境の創

造と呼ぶ。斯くして環境が人聞を支配すると云ふ

近代を風躍した思想は根底から崩れる。

住生活の宜際一一浮→行→想

之れもある 時同じ御坊サンが自分達の日常生活

は掃ひ清める事を一番先に し英の後に肉憶の行的

訓練が来 り其の上に始めて皐聞が乗るのであって

新1の二つがえEければ事聞に怒らたいと云ふ話をし

て居られた時に翻然と して私の夫れ迄の考へが全

く輔倒 して居た事に気付いたのでZうった。即 ち皐

活
本 野 精 吾

聞が第一位rcaうれ次に肉腫の行的訓練があり 、

帰ひ清める事は一番末D 事で2うると考へて居た。

けれども夫れは遣でるる。日本の紳前の行事が先

づ掃ひ清める事から必す市j められる事に想ひ到る

時、吾等の日常の生活も斯くあらねば主主らすヘ葱

陀日本住生活の賞際の姿の特異性が見出される。

之れを日常の往生活に就いて考へると次の様に

なる。

浮一一清婦、浄化、整理、按配等佳の基底建設

行一一生活運持、行的活動等住の質燈

想一一住生活撃の探究、理想に向つての進展等

伎の象的部面智的活動

日本住生活の特質一一自然との融合

在来殻達して来た日本居住様相は自然に劃して

極めて敏感で、ある。日本人は本来自然に劃して敏

感左足性格を保有して居る。之れは古来の詩歌文書匹

等に最も明瞭に現はれて居る。居住様相も新かる

性格の一つの現はれでるる。従って其の佳生活は

全く自然と融合したものでるる事が、 日本住生活

に就いて湾察する上に最も重要主主る貼の一 つであ

る。

自然との融合と云ふ事は全く 無装備に放任され

たる厚生的生活とは全く其の趣を異にする。野獣

に近き厚生人種が野に住み 山に眠るのとは全く異

怒る。良寛和倫が家の中に生長 して来た木を切ら

ないで屋根を破って木の生長に任せたと云ふ逸話

を想ひ起とす。日本居住様相は自然。中に大ひ陀

開放されて居るけれども土の壁、紙の障子. 昼、

木の天井、屋根等に依って柔かく外部と 境 されて

居 るから外気<7_) J伏勢の蟹il J I金一つ一つ内部に感じ

て来る。其の性格は極めて 自然に鈍感でZうる。 付

れども之等の障壁は極めて微妙に調節 されたる外

気の欣勢在中に迭る。之れは全 く日本人む性格が

生み出した居住様相で2うると ，思へ る。斯かる居住

1  IX 



の中に土に親しみ乍ら自然と融合したる生活を常

に管ん、居るのである。

近代西洋文明が移入され初めてから之れと正反

封の佳生活が始まったのでるる。即ち建築の外壁

にてー亙外部と金く遮断してしまって其の内部を

近代科拳陀基く暖冷房、通風、乾漁の調節、人工

照明等に依って生活環境を全く人工的に造り出さ

うと云ふのでるる。事柄が生産工業でるるとか正

確念速を要ナる工作、繁雑なる事務の庭型等の場

合、即ち正確. 迅速、能率等に目標のSうる場合は

暫らく Eりとし日常住生活の面に斯かる様相を具へ

る事は自然との融合の正反劃に立つ。即ち自然の

征服で、a > T自然との抗守でるる。

夏の佳生活一一以上は住生活の一般的考察の極

めて一端に蝿れたに止まるが. 之れに基づいて今

夏の場合K 就いて云ふと暑さに反抗したいで暑さ

の中に溶け込んで、行く生活を営む事である。との

事柄を生活の質際に首- : c 依めると次の様になる。

浮- - ( 居住整備) 暑熱に調和する様に常に内

部整備在費へて行く。在来の日本風居住では四季

折 ｫ ｴｲＮ 従って室内の様相ｾ費へて行く。之れは暑

熱への抗字では無く其の中に溶け込んで行く生活

の姿である。蕊に近代西洋風居住様相との聞に根

本の相違がZうる。

行一一( 生活還時) 熱暑の中では思ひ切り汗の

出る生活をaうるがま 1 1'1:: 1毒し途げる事でSうる。勿

論之れには人各t r . ( ! うる限度がるれ其の限度を越

へた暑熱の中で生活を管む時に身障が崩壊する。

其の限度を越えない程度に於て暑熱D 中に溶け込

んだ生活を畿む事でるる。特に冷たい宰気を迭っ

て汗の出ない様にして其の中で生活を' : f む如きは

自然への抗容の生活の姿でを3 る。

想一一( 理想への進展) 想念の集中。普能的( 想

的〉活動が盛になる時に暑熱は自己の内面に自ら

溶け込んでしまう。此む事柄を親I t 聖人の他力本

願の教と比較して考へる時ソコに全く一つの境地

を見出ナ。; 本願に托乗して其C 上に立ち上る時煩

悩は解院の障りにはならえにいで英の底から勇猛精

進の生活の姿が浮び上って来ると云ふのである。

斯かる生活に徹する事は中 k 容易の業ではない。

付れども聖人の御教をいた Y く時. 斯かる境地か

自らの中に開けて来る事の念願に燃え立つのであ

る。

IX 2  

夏と健康との関係一一本項は大韓健民運動の夏

の催しの一つの講演の骨子陀基いて稿を起したも

のでるって此の時の講演の重賭は健康との開係に

るったのである。今此の問題を最多りに附け加へて

此の項ｾ絡らうと思ふ。

暑さが健康を助けるか害するかと云ふ岐れ路は

勿論温度の数量的高さにもある程度c 標準はある

かも知れ友い。けれども最も重要友る事は暑さが

繁しく感歩るか苦しく感ヂるかと云ふ黙で蚊れる

のでるる。此の事に関して近代科撃は次の様友質

験をやって居る。暑さの感じ方は漏度に依って異

なると云ふ事責を捉へ最も快感を費える温度と掃

度との開係を調べ上げて其の硲威あるーっとして

西紀1912年にシカゴ市の換気研究舎から快感幣固

と名づけて一つの圃表が蛮表されて居る。夫れに

依ると日本の夏は水分の多い閥係から快感帯から

官会程遠い庭に置かれて居る事に気付くのでるる。

吾 k は一般にとの感じを暑苦しいと呼んで居る。

けれども蕊で問題は環境と云ふ事に縫着ナる。前

l乞述べた様に環境が固定した一つの質的存在でる

るにか i わらで夕、其の貰相は自己内商の映像でZうる

と云ふ事になると此の近代科皐が調べ上げた快感

都圏等はさをく根底から意味なき存在にたる。事貰

私の髄験からしでも快感と不快感とは温度の数字

的高低や漏度の分量等とは殆んど闘係無く往来し

て居る事に気付くのでるる。温度が高くして潟度

の多い時は比較的暑く感ヂるには違ひ無いむでる

る。然し乍ら夫れが快感になるか不快感にえにるか

は自己内面の心の慾κ ょっτ 定まるのでSうる。

自然と融合 したる生活の今一つの特質は遁感性

の蛮生と関聯して更に其の特異性を披大する。替差

化む多い自然に溶け込んだ生活を槙ける時其の控

化に遁感した様に盟内の組織が餐化して行くのが

遁臆性の蛮生でるる。常に一定に調節された温度

潟度の中に生活を績けて行くと其の調節された温

度漁度にのみ遁隠する様に髄質が雪量化してしまう

と云ふむでるる。此の遁臆性に就いての研究は近

来非常に殻展して近代監皐に根底的修正を力nへ君主

ければならない事t仁左足って居る模犠である。健康

を増進ナる矯めには. 此の遁感性の殻生陀注意し

て常κ 自然に溶け込んだ生活を営む事が大切であ

る。 〈筆者は 京都高等工蕗皐校名様敬綬J



住居の防熱に関するニ、三の問題
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当

5  

0  

2  

3  

+  

5  

4  

，k 手銀の日号事

事佳品

。・晶 & キ E

<D I t ゐ t I  

①豊ｾ 1  i  

@ 生語専 E

緒

E、

守主主

Zヨ

2事

木:文は住居のitぢ熱に閲する心覚えとして座右K

あるものの内から 、二、三の問題を抜いて簡単に

述べてるる。

2. 庇の長さ及び深さと関

口部の位置並に大き

Jrt : で太陽の直射を避ける場合、其の長さ 2えび深

さと: 者、等の位置並に大さの開係は各壁蘭へ立てた

水平線の日影曲秘から求められる。共む東京地方

に封ナるものは 既K 平 山鴛数段J ) が計算して居 ら

れる。第 l 固まJ は熱地住居に闘する赤道地方に於

けるもので¥ 各方位の垂直壁面へ立てた草位長水

平線の日影であ る。|同では x=- o. y=o の黙に水

平綿の足がある。各曲線は太陽の運行に件、れて .

壁面上に水平線の先端が書く軌跡を表はし . 夫 k
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時刻j に於ける曲線上の酷を結べば、水平棋の影が

得られる。南面冬至及び北面夏至に於ては水平線

の足ｾ中心に し て 、 左から右叉は右から 左へ等し

い速さで影が移動し、其の長さは水平錦の約 2，3

倍でるる。南面夏至並に北面冬至陀 は一日中影に
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z  

場合には、下半にがらり等を

利用すれば良い。庇の深さに

針して其の長さを費化した場

合の ppl の高さの密化は第

4 闘にナ%げてるる。

束、西面では南、北面の如

く一日で日影が廻らえ主いから

OPOI の様君主三角形は出来君主

い。第 8 固と同様の比較寸法

を有つ庇の日影を第 5 固に示

した。此の場合、一年中 8 時

から 16時まで至宝く日影になる

部分として、上とは別の意味

の三角形 OPOI が出来る。

此の高さ p p
l

の型化を第 4 固と向様C 方法で表

、
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第 3 圃

の聞に念激に士曾減ずる。之等の結果から、庇の長

さ及び深さと開口部の位置並に大さを求めるに嘗

つては、第 2 聞に示す如し庇端から壁面へ垂線

を下し、 其の長さを庇の深さ 、叉該垂紘足から日

影端までの距離を影の高さとする。

第 3 園は南面壁に施した庇の長さ を其の深さの

3 倍陀採った場合の例で¥冬至、 8，10， 12、14、

16 時に於て壁面上の庇の日影は OO' A' A、0 0
〆

B/ B
、 . . . . ・と友る。放に壁面で冬至に於て 8 時か

ら16時迄の間金く日影でるる部分は OP01 でる

る。其む高さ
p p.I

I会庇の深さの 0. 85倍に主主る。

即ち庇の深さを廻廊のt設に 3 m とすれば、庇の

長さは 9 mで、 PPI は
3 X O. 8 5 =  2. 6 m であ

る。此 OPO〆の内に窓等をとれば、 8時から16

時までは直射が入らない。若し英の範圏外に出る

1.6 
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南北(iij v- fi <l るを岳福庇の履き

主丞主
格 幸
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第 1 表

はナと第 6 固に主主る。従て南、 :1じ商と同ーの数果

を得る震には、束、西前の庇の深さを第] 表の f持

率だけ深めt r . くては君主 らえ主い。

3. 周園地物からの熱轄射

と受熱面の高さ

周闘地物からの熱輯射を大別すると 、太陽から

の日射の反射に因るものと夫を吸牧して温度上昇

した主主に生やるものの二つになる。第 7 固に於て

I を熱輯射菌、l [ を受熱面とし、面

0.50  

へ入る日射量を J 、商の反射率、吸

牧能及び絶封温度を ρ. a並陀 T と 。45

置き、添字 1 、 2 で夫 k 商 I 、l [ を

示せば、反射に因り受熱簡の皐位商

0. 40 

積へ車位時間毎に投ヂる輯射熱は 0. 35 

QJ = 仰 l h

又温度上昇に由るものは

0.30  

QT  = 5仰 l a2
》、 0.25

{(品r ＭＨ［ｾｲｽ＠
0. 20 

p.  a 等を含む商の熱幅射特性に就

ては既に御参考に供してゐるのでわ

0.15 

此の度は形態係数 ψ に封し、熱唱射 0.10 

面として周囲地物を、受熱面として

床や開放窓を採った場合、其の受熱

0.05 

面の高さが襲化するとき受ける揺射

熱が如何に相異するかに就て要設す

。

3)  西藤一郎 :2;建8 築く昭都1合8)論1文02集‘ '104、

R  

あが切結紛争喜

五，a?

E  E  

Q"- Ip久J ，
QT"  5凶I l t {t長)4_ゆっ

及紛 I:ffi 11 i 町 二:. J t . . t 葬に曲川町.

告書 7  圏

る。 ψ は 2 聞の位置、形 I1犬、大さ等陀闘し、: : J Cの

様陀表はされる。

1  r  Cos a  Cos s  
i p = ー 「一一一一一:'_':: .d S

1

2ι J S
1  

r  

熱幅射面が多角形ならば、立問角投射並に錐闘・積

分の方法化依て

， 11 

伊=二三 Zω 。Cos (1i  

ｾｕ＠ 1:-::J 

誌に ωt は多魚形の第 i 濯が受熟知に含む角、

ai は第 i i査と受熱貼の定める平面と受熱面のな

ナ角で喜うる。

ｾ梨｀岬畠日党 μ 、 Ｕ の熱特典主

Pqr 

τミミ

2  3  4  5  6  7  8  ｾ＠ 10 

t : 熱歯師あ (Z)

第 B 副
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此の式を用ひて、矩形をなす地上からの熱短射

の場合に於ける伊を計算すると

ψ =るいn弓 +t an-

1

与三一一

(t-1 
Z  

ゐ ー12a-x)
an ｾｖｺＢ 芋宮古寸 Ｚ｡ｮ ｾｒ 芋予Ｉ

沼会1τ}

第 8 聞に其の一例を掲げてある。例へば縦C 長さ

( b=l ) に比べて横の長さが非常に大きい ( 2a=

∞〉場合には、床や開放窓の高さが縦の長さの

羽o でるるとき ( z=0. 10) 、ψ=0. 43 で あ れ 夫

が % で あ る と き ( z=0. 33) 、ψ=0. 33 であるか

ら. 幅射熱は後者に於て前者( [ ) J ，i ・ 8 にたる。之

等の高さは縦D 長さを 10 m とすれば、各々 10

x O.、10==1. 0 m 及 び 10 xO. 33: : : 3. 3 m でるる。

叉縦横が非常に庚いく
b:::

∞、 2a::: ∞) ときは、 V

: : :0.50 で、熱幅射は受熱商の高さに無関係に夫

が Oのときに等しく友る。

第 9 聞は同様主主四周からの熱軽射に劉ナる一例

で. 此の場合、 ψ は

( ( ムー1 X  
.  +__- 1 2 a - x  

¥ 

<p= 

27i
l
， . an 

.  

V
宗青言十

. an

- R τ y " )  

IX 6  

Y  I  ーー1

+t an 

V z
2

+ ( 2a- x) 芯 ・

2 b - y '  )  

下/z"芋弓ご手1

2 a - x  i  

1  Vz " + ( 2aー玄) "- '

_ j  
となる。例へぽ縦の長さく2b=1) に

α9  1.0 

較べて横の長さが甚だ長い (2a: : : ∞〉

場合、受熱面の高さが縦の長さの弘で

言うるとき ( y=0. 20) 、伊 =0. 238. 夫が

拾でるるとき ( y=0. 50入< p=0. 245 でZうるから、

後者は前者の1 . 03 倍になる。叉天2さからの熱轄

射の如く縦横が極めて庚いく2 b = ∞、 2 a = ∞〉場

合には常に ψ =1. 00 で、 床や開放窓の高さに依

て費ら泣い。而して庚い地上からのもりに比ぺて

其の穏射熱は 2 倍になる。

4. 壁 韓 の 防 熱 厚 さ

熱地に於ける防暑的主主住居を問題とするとき、

直ぐに開放式木遣を想起するのでZうるが、之は風

ff 
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温度差の振幅を有ち、 1 日を週期として振動して

ゐる語でるる。従て其の内表面温度も亦外表面よ

り減衰した振幅で、或る時間的遅れを伴って振動

してゐる。是等の振動は第10聞に観る虫川、一般

に Fouri er の級数で表はされる形をとるが、l E 弦

波形から甚だ遠いとも考へられ歩、高次波は壁慢

を傍導ナる聞に速に減衰す るから 、近似的K は外

表面温度を

。0 = θ 。+ θ 1 Si n ωt  

とするととが出来る。一次元的熱流 ｲ｣ｾ 討する

Fourier の式は

[)(} a  () 

-uf = にe) x

内外ji 面温度
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内 ｾ｜ｉｄ［ 豆 ｬ 支

コシ j l} -I 、号f

品語， V1I 14，を

。

• 

{

U

こ

畑

町

崎

、

一

・

なる故、半無限壁慢に就ては 、! 事き xrc 於ける iflii

度は

18 ]6 )4 

() "  = θ 。+甲θ 1 Si n( ωt ーゆ〕

とえ主る。甲及びゅは減豪喜容と遅れを表はし、夫々

Ｍ ｬ Ｏｾ＠
YJ = e  r  

民

¥ 

1¥ 
1-

h  
ｾ曹納 Ｚ次え ｅ 金仇

トー

'i、

ｾ、 ¥ 

ト¥

、

'" 
T、

凶

に

卜¥ ト¥

1"' 
h  市¥ｾｌ＠

同 1¥ 
:!o<. ｾ下 ｈ 、， 色、

1"1. 

1¥ 

ド
、

ト、

、

h  1¥. 

¥ 

ト¥
|、民

区

、、l'  

区 ｾ＠ h  

i " 

!料

18 

10 

.頃f

・4ト

s  

16 

1・

12 

0. 90 

0.80  

0.70 

0.60 

0.50 

A

U

 --

n

u

 

門

書

』

阿

本草壁

品ii)， VI 1I 2も忌経暗

文L ート屋根

安吾， IX 8， B青

JO 

0  

6  

4  

0  

1. 00 

rx 

0. 2 0 ω o 叫 0 0. 50

7  

M

川

匂

g

t

圃

QU2  0.03∞4 ω5  

11 第

0. 30 

0.20 

。10

。

18 

速の比較的大きい鹿では適切であるけれども、

夫が小さく友ると密閉式煉瓦浩の如きを考慮し

主主ければなら友く友る。此の場合、外壁む厚ーさ

の採揮を誤ると、密閉式でるるだけに所期の成

果を失って了ふ。元来外壁の外表面温度は或る

も]

国

ｂｾ＠

10 努

0  

6  



である。認に F は Fouri er と栴するディメンシヨ

ン無しの量生で

F = にT

x .  

では週期で、

2π 

r  =一一
αJ  

と置かれる。此の計算では簡単陀壁瞳を宇無限と

湾へたが、之は質際と徐り遊離せすヘ筆者等が各

積の家屋に劃して行った測定結果の一例と上記ゅ

の計算債を比較すれば、筑 2 表の如く可成り良く

一致してゐる。但し多重壁植の熱拡散率は、週期

的献態に就て、定常北K態に於ける多重壁髄の熱傍

導容と同様の役割を演す= るものであるから

に=τt
! = ) に1

として算定した。従て煉瓦浩叉はコンクリート遣

外壁陀闘し、上式から其の厚さと減衰率並に時間

lX  B  

的謹れの関係を求めれば、第11固と君主る。今外表

面温度の振幅を 30

0

C とすれば、内表面陀於て夫

を 弘o に減表せしむべき( 甲 =0. 10) 煉瓦壁の厚

さは 22 c mで、其の時の遅れは 8. 8 h となる。

外表面温度最高の時刻を 14時とすれば、 22 c m 厚

の煉瓦壁では内表面温度は 3

0

C の振幅で上下し、

其の最高は23時に現はれる。之では‘ 漏度の如何

に依て、寝苦しくて困るといふととに友る。此の

場合、壁厚を 44 C m f亡すれば、振幅は 1，.1 00 即

ち 0. 3

0

C I ' C 減衰し、時間的遅れは 17. 6 h とな

れ上越の虞れは友く君主る。

5. 結 言

以上陀座右の心覚えから

庇の長さ及び深さと開口部の位置並に大き

周囲地物からの熱唱射と受熱商の高さ、

壁臨む防熱厚さ

等の問題に就て簡単に述べた。主? 役にたつ ととろ

があれば、 士事: 之陀‘ 過を友い。

〈筆者は 東京工業大串建築材料研究所員〉
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私は一昨年、今戎世界戦守直前の泰図及偽印K

放した。それは四閣の情勢から察して近い将来に

は必歩南方の問題、わけでも吾 k 建築家にとって

は熱地住居の僻決が要求せられるで②らうと考へ

た放でるって、今後の熱地住居研賞方針K 大過怠

からん事を期するための強備視察が主主主る目的で

あった。今此庭には、紙撤にも限りある事、故住

宅を劃稗として熱地住居に闘する卑見を少しく述

べ、更にき長閣にみたる住宅二三の紹介をする事に

したい。

防暑防熱喜と主眼として泰閣の住宅をみる場合、

原住民家屋と難も、卒面、構造及材料方面にみる

べきものが少く友い。高床構造、植物性材料によ

る屋根構造、徹底せる開放式住居、木造窓無住宅

或は生活方式等k であって、一方在泰外来入住居

に聞しては、意外にみるべきもの少く其等の家屋

K は僅かに精高度の熱地的常識を以て案出し得ら

れる程度む防塁: 的配慮が見受けらる. I . ! ' L 温をなか

ったのでるる。勿論生活形態の簡潔なる原住民住

居と住宅構成に際して高度の用途分化を要求する

外来人住宅とを、同日に論歩る事は不可能でるら

うが. 防署的立場より批判する主主らば、クト来入住

宅王子面には参考とすべきもの少かりしに反し、原

住民、泰園園民住居平面及び泰閣人設計に友る住

居には防暑上よれ卒面計霊上よ り盤多の示唆を

受けた戎第である。

一面より考へる友らぽ、此等の事貨は営然むと

とであって原佐民住居は古くより彼地の自然風土

削| 国障し得る如く改慶され裂達し来ったものであ

れ a ; る意味に於ては完成せる売のと考へ得るの

に反し、外来人住居は、本園に於て管まれたる平

面、構造、生活方式等を熱地化さる主主主上に在る

ものと観る事が出来るのである。

鈴 木 博 高

熱地住居の平面計壷・

住居の卒商計霊は、その家族構成、階月昔、職業

により叉一方各室C 用途分化による具種的要求に

より種 k t:J. る制肘を受くるのは首然むとと乍ら、

今此鹿に熱地住居の卒商計霊法として次の考へ方

を提案してみたい。即ち

熱地住居は一室住居主義たるベきでるって、寄人

の歴史が示す如く原始住居の多くは竪穴住居にせ

よ横穴住居にせよー主を以て住居とした。とれは

猿定せる住宅む大さを一室で占めてしまったもの

であって、用途上最も必要友る一室を重臨視し、

とれに全面積を奥へたる住揺王子面と考へる事が出

来ゃう。勿論原始住居の王子商はかかる理念、から出

裂したものではないのではあらうが、私は、原始

住居ーの姿をかく解躍し. とれを熱地住居の王子商思

考の一指向として提案せんとするものである。

勿論熱地住居と錐も食袋厨流を文字通りのー.主

にて粂ねしむるといふK 非で夕、恰も原始K 於ける

ー主住居む如く食事、談話、調書、室内作業等の

諸生活を有機的に一括大室に集約せしめたる室、

ｾｰ ち市浦氏 ＱＩ の謂はるる「食」を大室とえ主し、卒

面形態上よりみれば他主はあたかも附加的に存在

するかの如し更に換言すれば「食」は卒面的に

家の大部分を占め可及的に大窪となし他の諸室は

合理的に最小限の昼間として之に附加せしむると

の意でるって、とれは内地の「庶民住居」の平面

計霊の考へ方が、外劃の大さを決定して内ilJ I'C及

ぶの態たるに反し先づ内割の主部? とる「食」む充

分怒る空間一一用途上よりは勿論熱地住居D 理 撃

的意味からも一ーを決定し外務ｾｉＧｃ及ぶてふもむで

2うる。

1) 市浦健: r庶民住宅卒商の分化」 建築辱合大台

論文集 29競

9  IX 



大陸に移住せる邦人がコの字型支

那家屋の前庭を囲んで正庭及二個む

房を各 k 一家族が占め、最初は自家

に塩友きを意識して正常左足る隣組生

活を管むにも闘らす= 漸次無き高排を

有るものとして隣組生活の水準を自

ら低下せしめ所謂高塀生活に殴する

の前轍を踏まざる様、熱地住居の平

面計霊に嘗りでは日本人の道徳性.

倫理性を傘重すると同時に過信せざ

る様注意すべきものと者- へる。

官事 1 阿 級智段、上l 1 l 1 : 之問、次之間境. . 竹之節欄間一帯院より ー

寒地に在来の内地生活をそのま L

移住せしむるのが説りであったその

様に、熱地に庶民住居平面的の考へ

勿論「附加的I ' L J 或は「最小隈に」と申したが

寝室の如きは家族構成により業主設も一二室lて止ま

らぬ場合もるらうし. 結果として平面的にも家の

六部分を占め「食」部分の方きさを透かに凌駕す

る事もあり得るのであるが、かかる場合K も、叙

上の考へ二uは「理念 ! として竜も観されるもので

は友い。

「疲」をも一括犬室中に入るべしとの考へをな

す者も Zうるが之に封しては再考を要ナるのでるっ

て、西山氏 2) の食度分離論よりみるも、史に熱地

の気候僚件が家院生活の倫理性の退化を誘致する

事責よりみるも必十分離すべき性質のものであっ

て、熱地に於て節度ある家、庭生活を皆ましむるた

めには. 建築的鹿理によってとむ賭を規正すべき

でるる。西山氏の主張さるム食農分離は我閣庶民

間居昼間構成に際してむ切詰占うられた最後的必要

僚; 牛としてのもむであるが、とむ法則はそのき L

熱地住居にも適用し得べく唯其意を異にするは、

食夜分離は必要保件ではるるがそれを切詰められ

た結果として考へるのでは主主し熱地住居作成の

ための積極的危意味より平面構成を簡潔にし、よ

り可及的に金糧生活の昼間を大にし且熱地に於け

る生活倫理を維持せしめんとする根本的えに方策と

して、ーは食寝分離を、ーは全腫生活一室主義が

生れたるものと解揮ナべきものでるらう。

2) 西山卯三: 住居空間の用塗格成陀於ける食療分

再生橋 建築愚曾フて合論文集 25燃

IX 1 0  

換言すれぽモザイク式の1 f 商を持込

む事は非常主主る危険を供ふものでるって、既にと

の賄内南洋に於ても数多の経験を経たる事ではる

るし、再び三度びとの種の過誤を繰返さどるべき

は勿論でるる。

叉熱地に於ける一般木造住居を附併設備的援助

を借らやして解決せんとする危らば、厨房及び浴

室特に便所即ち「厨J i 流」部分は一躍「食J i 展J

部分より離在せしむるが遁営で2うれ厨は火祭を

取扱ふ場所L . " a > T  . 強烈主主る臭を登し、強烈なる

臭気は熱感を増加ナるととも一つり理由ではある

が、主たる理由は熱地に於て活躍すべき邦人の生

活形態陀存ナるのであって、今後D 南方移住者は

概ね第一鵠的存在勺2うり従って内地の如く隈居的

新熔的、育児中心的或は在来の南方に於ける出穣

的生活を替むと言はんよりは等ろ箪身、夫婦或は

必要最小限の家族と共陀彼地に魁任し対部分は現

地人を使用人として採用ナペく、此庭に日本人家

庭生活のプライペシーと使用人の要求ナるプライ

ペシーとは、嘗然二つの分離せる建築的存在を要

求ナペく使用人の活動場? とる厨房は従って使用人

棟に分離すべきを遁雷なりと芳ふるものでるる。

要之I ' L . 一室住居主義とは、食事、談話、読書

家内作業等を営む場所即ち家族全腫の生活を管む

場所・を均一室とするか或は軽移動叉は宇固定間仕

切を以て直劉し、天井面K 於て大一主とし( 第 1

園参照〉之を平面的陀も昼間的陀も住居の方部分

とえにし、他に必要放る諸主を附加或は離在せしむ



量豊成殿復関模型

の説明を加へ る事としたい。

農民住居( 第4，5，6闘〉農民に限ら歩中流以下

の一般庶民住居はかムる形式のものが多しとの

形式を中心と して S. 4) 漸共蛮建拡大する。即ち露

関野貞氏の研究κ 依る第 3 聞

3)  藤岡通夫: 泰の民家様式

4) 鈴木博高: 泰図概観
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るの考へ方でるって、今之を回型的、表象的に結

論ナる主主らば、聞の存平Eを規定ナるためK 存不Eす

る耕a : 以て「疲J r厨J l ' 流」の諸室を代表せしめ

曲綿に阻まれたる面積を以て金隈生活を管む大室

と見倣すべき態のもので、Zうり、先づ闘の牟径〔全

開生活のための場所としてむ必要充分左足擁がり〉

は用途上より防署上より決定せられ然る後閣を規

定するための綿の太さ( 熱地に於ける住生活を替

むために必要なる「食」以外の諸室の最小限際さ)

が決定さるべきである。

一面、一主住居主義とは 、太主主義と も調ふべ

きものであらうが、共考へ方の出張貼に敢て拘泥

するととによりかく稗したのであって、先づ藤原

豊成殿( 関野貞氏復原固による) ( 第2，3圃〉を熱

地住居の出張慰として賀定し然る後具極的必然か

ら漸次複雑化して泰の一民事実( 第4，5，6闘〉泰園

園民住居( 第7，8聞) 、更陀ヤラのー住居( 第9，10，

11， 12圃〉と殻展費化すべきものであらう。

以上は熱地に於ける日本人一般住居或は 「最小

限住居j の卒商構成陀闘し概括的君主卑見を述べた

に過を歩之を以て輩ナべくもt . r . . いが、詳設は他の

機舎として以下泰閣でみた住宅中二三を紹介ナる

事にする。

1:( ， 1  

第 4 闘

泰園の小住宅二三に就て

若手園小住宅二三の質例として農民のー住宅、泰

園図民住居及ヤラ陀建つー中流佐宅を採上げ多少



官事 5 園 グロ ν パシコ γ グノイに重量つ泰闘ー燦家の住宅

一第 6 闘参照一

前越の金髄生活は一室とも見倣さ

るべき居室(1)(2) に於て行はれ、 (1)(2)

居聞には間仕拐なく唯構造上の桂に

よれ叉床高の相遣により匡劃さる

L のみでるる。寝室はかムる小住宅

陀於ても概ね別室として設けられ居

室との間仕切は折昼戸を以てプライ

ペーの保持を計ってゐる。且寝室と

居室(1) 、居間(1) と(2) 、居室(2) とペラ

ングーの各床聞には約 15 c mの段還

を作! J . 居間の三壁面は開放的にし

て屋根は植物性材料を以て葺き、聾

間む生活は床板の上lて座して替まれ

る。

告書 6 問 クロ Y パy コツタノイに重量つ泰図ー農家の住宅

厨房の別棟とたれるは前述の湾へ

方に一致するものともみられるが.

泰園に於ては厨房は一般にj J lJ 棟とす

る様既に法規化されてゐる。との場

合、浴室は前方の河であれ便所は

主要の畑の奥深くに在るが、かムる生

活の非文化的主主るは明かであって、

ピプン 首相は此等の中に存在ナる献

陥と長所を夙K 認識し、数年前に泰

閤闇民住居の規準察とも稽すべきも

のを公表して新築する庶民にはとの

ヲミ板床通路を挟んで主屋と附属屋が封l持ナる形と

なり附麗屋は主として使用人の住居及厨房物置等

に嘗てられる。更に大きくなると、副屋が前述附

鹿屋の位置に来ム露天板床通路の突営りに附属

屋が位置する。主屋には主人夫婦が、副屋には家

族が、附属屋には使用人が生活する。

泰囲む住居は大混I j して7J c 謹住居と陸上住居とに

分けられるのでるるが、 7J c 謹のものは通例農民、

小官吏、商人住宅であり 規模も一般に小さいが最

も稿特のものでるる。従って泊地性も多く見られ

る。陸上住居は概して中流以上の生活を皆むもの

の住宅でるって、庄舗住宅、外来人住居等多く其

等は概ね煉瓦遣にして全然規模を異にするもので

Sうるが此鹿には割愛するととムナる。

メナム河支流所謂ノイには闘示の如き住居が櫛

比して喜子 k 其等のIJ 、規模にして代表的なるもの

をとムに掲げた次第である q

)¥1 1  2  

規 準l乞従ふべきで2うると指導してゐる 。其一二の

平面は第7，8間の如しとれに於ても居間と寝室

とは先全に分離し厨房は別棟とたり、其中聞には

日出前日渡後の金髄生活の場所としてむ蹟場があ

る。か L る規準案にも便所は無し全く隔離せる

場所にありと考へられるのであるが、との黙に闘

しては倫再考を要するものるりと考へる。

第三には南泰の一村ヤラに建つ住宅を紹介す

る。( 第g，10， 11闘〉一昨年新築せられたもの陀

して、遁熱地性も 多分に考慮されて言うり屋根部分

及庭園の鹿理に防暑的快陥を見出ナ以外には、営

家む生活内容陀劃して殆ぼ安営危るものと考へる

事が出来る。私は南泰波行の折賞家に厄介に主主っ

たりで2うるが今営家、の生活内容を概述してみると

とにしよう。

営家屋は某商枇ヤラ出張所長駐宅であり所長夫

妻の外には家人も使用人も無h 。放陀所長夫妻。



園 田 金 属

第 7 問 看 ま 図 図 民 住 居: 政: 昔十聞〈兵ノ 1)  
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第 8 間 務 関 厨 民 住 居 鮫 針 鋼 供 ノ 2)

一一→一
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第10園 ヤ ラ の ー 住 居 東 南 立 函

第 11幽 ヤ ラ の ー 住 宅 南 西 立 面

第12岡 ヤヌのー住宅〈北方よ p 厨房、浴室、渡廊下を眺む〉

1)( 1 4  

食、用、談、書見其他む生活は東西

のベランダーを令心だ 「食」宰聞に

於て行はれ、家人は生活の簡潔と平

面計霊の適正と相f突って至極快適左足

熱地生活を業しみつ. 1. aうった。主家

に自うる浴室は室長人又は客用として使

用され屋外のコンクリート塀にて圏

れた浴場は家人或は時折の使用人に

より使用されてゐた。

最多風向を考慮せる住居の方位、

日照及用途上より規定せる廻廊巾の

艶化、地面轄射を防止し通風を計る

震の手摺構造、庭園の蹟さに劃ナる

床高の関係、遁風を考慮しつム用途

別により遡首に計霊 された平面等何

れも 採るに足る べ し 就 中 朝 夕 の 斜

陽を 防 ぐ と共 ｋｾ 戸外生活 を 営み得

る東西のベ ラン ダーの位置、大さに

就ては大いに参者・とナべ き ものが含

まれてゐる。

一室住居論より観れば生活の中心

たる「食」昼間が柑狭きに失する如

く見らる与で②らうが. とれは一面

多数む寝室が存在ナるための千面的

錯覚でa> T，所長夫妻の住居として

は二寝室のみが必要怒る存在でるる

のでるってーは所長寝室とたりーは

夫人の寝室粂作業主でZうって之等に

劃しては東西のベラングーを含めて

湾へた食昼間は、夫妻及時折の来客

むための全嘘生活に劃し充分の昼間

として奉仕してゐる。主人の職質上

四季来客あれ二寝室は震に設けら

れたるもので2うって、との二寝室は

一般住宅計霊としては特異たる場合

に属するものである。

前述せし「食昼間は最大の昼間へ」

なミ言葉は、との質例を以て説明し

た如くるくまで内容を意味ナるもの

であって結果として形態的に宍室と

友るか或は比'絞的他に比して小室 e

怒るかは論外なる事. 勿論である 。
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野地板( 供試燈 3 ) と杉皮柿葺( 8) とを比較するに

野地板姦商温度と室温とり差に於て前若は後者の

- - ，封。ー噌予ー一ーー一ー一一一尉<>- - ーー一一 - - - - 1.仲ー・

、 I U 1 m - ーーー一一ーーーーーーーーーー"

、

r:t 住のヲ〉マ

o  5m 

......... ー占ーーι__.__，

間9  官事

3 倍除の値を示し野地板裏面温度に於て前者は後

者よりも 7
0

C高い。即 ち屋根材料及構造に闘して

は術改良の自余地ある事は明かであって 、植物性材

料が防暑的に有効なる材料でるるととは A 表によ

りて明かではあるが、不燃材料を以てとの効果を

期待するためには上屋根を不燃材料とし空気府を

有する二重屋根とすればよいのでるる。従来我が

建6)  

昭和17年 屋 根 の 防 壁 効

果に関する貧験

15 

1: tc 

12 

ーァ・… … 12時より 15時に至る野地裏滋

度 卒 均

第 1表

混袋地野る

均

歪

卒

に

差

時

度

向

泡

p

内

よ

室

時

刊

は

度

c

-
A守

5

2
刊

は

一

〈凡例〕

7.45  藁葺厚 45cm 、野地板

波. ス. 無波型スレート野地板無

空、9 卒スレート、野地板、 ｾｾｉ￬ 苦 Ｙ

c m、豆鉛事131替、 野地板

W. . 9、シ ゲ ゲ ゲ

漆喰3c m、里子地桜

設窓「無u の字なきものは何れも

同質問厚の野地板を使用す
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かくの如く

営住宅は熱地

的合理性を多

分に有ナるも

ので2うるが.

難獄とするこ

三の個所を摘

録ナれば屋根

構造及庭閣の

庭理でる L

16吋型スレー

ト野地板の構

造は、明かに

非熱地的屋根

構造とも言ふ

べく 、昨夏本

撃に於て経験

したる1t 験結果fi. GJ よりするも明かなる事質でaう

る。

今此庭陀従来我が園に行はれた各種材料による

屋様の防暑効果順位のみを再銭し参考・とする友ら

ば、第 1 Ｚ 表 ａ に於てみる如く ＱＶ 吋 ｉｔ ｾ 平スレート、

5)  商 藤 一 郎 : 段 種の 屋 根 の 防 公 効 果 建 築 暴 舎 論

文集 29鋭

鈴木博ji Ij : f; 量級の防号JCh品目する総括的研究

事誕皐合論文集 29銑
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I ¥- y  X イ (6

0

58' 4- 5・N， 100

0

23' 55" E) 

温 度
。C 濃 度 χ 園 雨

同平 I句 J怠 者E 低 極 紙 差 同平均 主 原 信1
平 均 庖 淫 雨ffitl量L  

24時間

13 日寺 BS 最大雨量

l 同 25.7 32.3 19.0 133 77.20  NE. E 4  12.3 一

2  "  26.1 31. 2  21. 6  IQ6 73ι8 E  3  H s  29.4 

3  "  216 36.1 19.2 169 69.89 NE. E 4  Q4 0.4 

4  u  29.6 Ｓ ＷＮＯｾ＠ 21. 7  15. 7  64. 54 NE. E  4  27 1. 6  

5 々 29.0 36.6  21. 7  14.9 SI. 33 SE. S 2  11 '7. 1  25. 7  

6 ・，
27. 6  35. 5  19.5 16.0 84-.36  一 2  170.1  30.2 

'7 .  
28. 4  J b2 2 1. 0  15.2 70.64- s  w. S  2  ns ｾￇ Ｎ Ｘ＠

2  ・・ ＲＷＮｾ Ｎ＠ 35.2 21. 6  13.6 7C3 SW.  2  65. 0  13.6  

ラ" 27. 5  35.5 2Q8 14.'7 77. 1  S  'vJ .NE  87.3 30. 5  

!O ・ 27. 5  34.0 206 l J 4 83. 4  S' W.NE 3  230.3 
5ι6 

11 u  26.4 33.4 2 1. 5  11.9  87. 5  N. NE 2  4-37.3 66.9  

12 • 26.6.  32. 3  21. 6  10.'7 80.2 N.NE  3  269.5 85.8 

実 宋 (35

0

4  l' N. 13う0 4-6' E) 

7 同 24.+ 

8  "  25.7 

告再

閣にみたる屋根ととの二重屋根との開係は B 闘の

如く倫詳細は木年度論文集を参照せられたい。

屋根構造及壁慢構造の適切左足らざる場合、共悪

影響は風無き壷聞の室内気候に或は無風吾容の増加

する夜間に著しく現れる。

次に庭園面のrJg理が室内無候に及ぼナ影響も少

からす示、庭園の表面虚理は可及的に熱の反射容を

低下せしむべきでa ; T ，通風上よりは建物四簡を

庚潤にすべきでるれ 止むを得ざる場合には、四

閣の庚さと建物の大さに関聯して床高を考慮ナベ

き-0' ある。

今地商の熱反射率の一二例を示ナ主主らば、乾い

たる密土に於て26%、芝生に於て 15%の数値を示

すのであって( 西藤一郎氏測定〉熱地住居の防暑

的慣値は建築自憾のみによって決定される事なく

IX 1  6  

2  

82. S  2. 6% 

81 S  2. ワ

表

庭園を含めたる金糧計壷に依存すると言ひ得るの

である。術参考のためヤラ附近ハージイの気候一

覧を表示した。( 第 2表)

結 び

以上泰圏にみる 二三の小伎宅の紹介と共に熱地

住居平商計霊に闘するー卑見を述べたに過ぎ主主い

のであるが、今後吾々は] ! ! に更に熱地に於ける邦

人の生活方式、或は文化政掠・の一環としての住宅

陀闘する造型理念等に闘し、或は叉日本民族性従

立脚せる邦人熱地住居の特異性に闘し研究を重ね

之に加ふるに蓋海に於ける 、内南洋陀於ける在来

の経験を以℃し確固たる住宅方策を樹立する要あ

るは論を侠た念い。

( 童在者 東京工業大事建築材料研究所長〉



京都帝大建築璽科2・3回生の共同制作による

大 翠 都 市 計 霊 試 案

6 月18 日の京都帝薗宍泉創立記念日に行はれた

撃内解放に際して建築拳科 2. 3 回生はその共同情IJ

作に成る大暴都市計霊試案を蛮表して参観者に多

大の感銘を奥へた。此の言才撃の震に 2. 3 回生は昨

年来主主回の現地調査を行ひ、 8 回生が主として都

市計壷の分野及び宍準以外の建築に就いて機営し

2 回生が犬漂白腫の計査に常った。

以下1 . 2 はその設計趣旨の概要でるり 3 はその

詩集である。

1、 大 鐘 と 都 市

現在の異 Ｑｾ 夫主主る大都市集中の傾向は高度の都市

文化を持したとは云ふもののそり文化は対撃を中

心としたものではなくて、都市のもてる皮相的な

それでるった o 大撃がその使命を果す需にはか与

る都市への集中を避け、大撃を地方文化の根源と

した大串都市の建設でるる。満逸に於ては過去に

各諸候が設立した停統に生きる大皐が綜合大撃と

して叉近代に生まれた工科大事. 農科大撃が各地

方に分散されてその地方文化の重大な役割を演じ

てをる。

然るに我園のj伏態は( 大日本統計年鑑〉

昭和11年 度

東京市( 内外〉

大阪市( 内9卜〉

京都市〈内外〉

名古屋市〈内外〉

紳戸市( 内外〉

横河E市〈内外〉

官公私立土製校

22 

3  

6  

。

同拳生ｾ

47. 394 

3.436 

9.734 

435 

647 

。

英 他 11 10.547 

計 44 72. 193 

大都市は大撃が必要とする文化性、文化施設の

殆どすべてをと供給してくれる、叉ブで皐も都市文化

塩 原 正 典

を高めるに参奥し? と。との相関関係から大暴の大

都市集中は重要左足る意味を有してくる。

大皐の主程的構成要素たる畢生はその本義? とる

感問を皐びそれを通じて園家の震に輩すと云ふ決

定的事賓と共に有閑性と消費性と告ともつものであ

る。とムに云ふ有閑性とは生活に於ける時番に於

てであれ消費性は皐生む全然開奥せぬ生産性を

もたぬ事を意味する。大都市外より詮り込まれる

多数の畢生が都合化し、大都市l乞於ける生活によ

って激しく健康を弱めると云ふ事貨に現今白戦守

と云ぶものの奥へる事賓とを考へるとき犬皐が大

都市外にあったならばどれだけ本来の使命ｾ果せ

るだらうかと云ふ希望が湧いてくる。

2、 大患都市計壷の提案

現在: l ' c於ける時代の認識と組圏が血みどろな決

戦を完途しつ L あると云ふ認識・とを常κ 堅持する

と分散の必須性が考へられる。

それは

イ、大都市の大寒数育に奥へる諸障害を排除す

る。

ロ. 農村文化が大き注意味をもっ時. 大撃の地

方文化に興今、る影響は尖きい。

ハ、新しき時代の要求は知. 徳. 腫P 綜合教育

である。そとに庚き田園が考へられる。

エ、畢生の健康上

下街生活→健康的主主察側度

ホ、現段階に於ては

或 る 種 の 工 場 → 都 市 へ

( 産業戦士)

畢 校 → 地 方 へ

〈皐生)

へ . 防 空 上

大都市の分散は畢生群が最もそれに遁す

1  7  IX 



要するに大撃が地方分散すると共に高度の文化性

を維持し、高揚して行け i宮、それによって大撃の

木分は完ふされる。

然らぼ犬。撃都市計叢は如何主主る見地より打建て

られねば主主らぬか。

都市計霊の技術分野の所属は従来とも不鮮明で、

あった。都市計霊は土木技術者が主腫的でZうると

か、都市は生活髄でるる以上建築家のものでるる

とか一方的に固執する必要はない。南者が如何に

・協力して. 各種の研究の下に完全主主る都市を夜術

的に構築ナるかと云ふ黙が重要なのである。従来'

の建築家は少量止の人々を除いて能りに都市. 地方

図土と云ふものに無関心であった。住宅政策や防

空を考へる時建築家は考へなければならね貼でる

る。

今とそ時代. はよりよき郷土建設の使命を奥へて

をるむで、Zうる。

大皐都市計壷試案

然らぽとムに考へられる、イ、大感都市の形態

h 綜合犬家D 形 態 は ?

と与に貫際D 計壷に営った事生諸君の計重意園

を聞いて見る。

イ. 大事都市の形態

大寒都市は一般都市とまったく同じ機能を有し

その結からは何ら一般都市計霊と撃を化は無いので、

ある。しかし訟がら大祭都市計霊に於ての一般都

市と異なる性質はその文化性の強調であれ特に

回闘の内にるつての文化性の強調で君主ければなら

ない。それ故本試案で、は一般都市の有ナる諸機能

を充介精しながら、しかも対拳都市の特徴たる文

化性を表現すべき使命を奥へ様と考へた。

大患都市の敷地設定

数地設定 ｋ 営って、大串都市の意味ｾ探〈考へ

ねばならえ主い。日本K 於ける精神的主主聖地を大挙

都市の致地にあてる事は重要な事: である。と同時

に日本の中心にあって，しかも新しく成育出来る

土地、との土地は叉日本の新文化制主告の土地でる

らねばならない。

本試案に於ては兵躍的に、京都、対肢、名古屋

から中心的蹄係遣ともち. しかも大挙都市としての

IX 1  B  

環境を最良にする需に琵琶湖畔の八幡附近に本都

市を設定した。

八幡は琵琶湖畔、に於て気候的に可成りめぐまれ

た土地でるれ江戸時代には湖上交通に於ける要

地としてすべての舶はとの地に寄捲せしめられた

のである。冬は北々西、夏は南々西の常風向が吹

くのが特徴である。八幡山の東側はとりわけ気候

湿順である。地質は湖畔としてはさしで漏潤では

主主い。ペルリン都市計霊の建築家ーが自己の理思と

夢と在、「インテレ アセ・グピート J (i nteresse 

Gepi et ) の形で都市内に残し、そとに自身む都市

計霊的良心と慈術的意欲とを満足せしめた如し

本汽築も奥へられた都市設定の穀地に於て. 現貨

を把握し、その現貨を理想化し、創意による僚件

と仮定とをよりよく調和して大暴都市の設計案を

たてた。

各 施 設 の 設 定

対撃がとの都市の機能の中心でるる事 l会明瞭で、

ある。大泉都市の特性を考へ. 大撃を機能中心と

し、文化施設、生産施設、鍛錬施設. 式典施設等

を住居医、商庖街と共に大皐と密接に有機的に連

絡活動せしめる如く. その位置を設定した。先づ

宍皐は八幡山の東側に設定し常風向に主道路を配

し、東消道本棋を利用し、主道路と本線との交鈷

に停車場を決定した。主逼ー路に切して官臆街事務

商庖街3と設け、停車場に近く犬公園を置き、その

内に寺院、神肢を設けた。

住居直は畢生寄宿舎、一般住居に分け、一般住

居 ｬ 金六つのプロックに匡分し、大拳を取り巻くｾ

闘を構成せしめた。鍛錬施設は湖畔に定め、大撃

と一般市民との共有的好位置に牧めた。

謹 路

鹿から大7皐迄幅員60米の主道路を配し. 都市の

中心道路となした。

南北に40米、 25米、 10米の道路を. 東西1 1 : 40米

20米、 10米の道路をと配し住居を南面ナるに都合の

良い様に計撃されてゐる。

叉湖畔環f伏線として20米巾む道路を配した。

交 遁

都市内交通は専らパスを用ひ。都市周謹部より
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中心部陀至1] るに 20分以内で行ける様にパスの運碍

系統を考へた。フc暴都市が湖水を持つ関係上市宅

の休養を目的とする湖畔環7状道路に定期ノ〈スを走

らしめ、湖畔ホテル、長命寺. 湖上汽結蛮着場と

連絡せ しめた。

公園、緑地、 運 河

防空絵地、生産線地としての紘地の意義は大拳

都市に於ては問題とされない。各住居面積と共同

菜園を庚大に持つ大皐都市に於てはそれ自身防空

的でa ; T，生産的で、あらねば友らたい。

公園は寺院、紳祉を含む大公園と共に、各住居

匿に一つ小公園を持つ。

各住居の庭、隣組の庚場、町内庚場の充分主主る

面積は現在方都市が必要とナる程度迄は公園を必

要としえにい。都市周遣部には環7状公園、運河、農

場を遁堂K 配置した。運河は工場筒、中央配給倉

庫迄達し般還に使ならしめた。

大泉都市の人口構成、諸施設を概括的に説明す

ると次の様でるる。

( 1 ) 大 串 人 員

集 生 4 .650名

大皐勤務関係者( 教授、助教授、講師、助手.

其他事務員、雇人) 3.800名

(  2 )  都市人口構成

イ. 一家族五人を人口構成の基準とし、幽民挙

絞生徒は J.¥人に一人の容IJ にとった。樹身者の割合

は京都帝国大皐勤務者を相営参考・にしたが、現 lて

職手t と云ふ具f伏なる出来事の魚非常主主る困難を感

じた。

ロ、母生自瞳は満身者と見倣した。

ハ、 F " イツむゴツトフリ ー ド激授の著書 ( Neue

Stadts) に於ける こ寓人牧容の理想都市の人口構

成の方法を参照 し、 日本の各都市殊に京都市の人

口構成に於けるある部分を参考とした。

ニ、此慮ではその過程を示さて安穂人口のみを示

す。それによる と拳生 4. 650名に劃す る大暴都市

の最小人口 27. 000名 と怠ったが本試薬では 30. 000

人を目標と した。将来80. 000人迄は都市面積を披

張ずる事放く牧容し得る様計輩 した。

ホ、 本大率昔s市は無秩序たる膨脹を許さない事

とした。

( 3 )  大患都市と他都市との関係

綜合大: 皐として大皐と大阪、京都、名古屋、舞

鶴等他都市との聞の交通関係が非常に重要と怒り

殊陀皆率部の外来患者牧容、工暴郁の現在大都市

に集中してゐる工場との密接なる関係が問題とな

る。木試案K 於ては、大!奴、京都、名古屋間に新

に幅員30米の園還を設ける事として銭遁その他の

交通施設の完備によって将来の解決を期した。

交通機関の強化。勿論東海道棋は近い将来に全

線電化されるものと考へられるが、更に営都市の

性質上附近都市への連絡の高速度化及び名古屋一

京都一大限を通過する弾丸列車設定線へD 連絡等

を考へ、現在明石一京都聞を運縛してゐる省電を

名古屋まで延長して考へる 、然るときは急: 行省電

備ｾ

1. tt. "ー今、

(  )  rIJ ｉ 、普 Ｚｪｦｾ 手

持ｾｾま均

により以上の如き時聞が可能と して考へられるの

である。騨本屋。賞者11市は純然たる消費都市たる

ためその取扱貨物量は相官量によるものと見ねば

なるまい出何分にも人口 B高を超へないりである

から貨客一瞬を有利と考へた。計葺は交通勤線を

主として考へ正面道路幅員 60 mの内 o Om を地下

道にして官襲、中央市場、図這等へむ連絡を計り

騨前庚場計壷においても市内主要交通機関たる乗

合自動車及び普通自動車及び徒歩客の動織が卒面

交叉をした、い鮪に重詰を置き上下三段む架橋と し

てをる。騨本屋は従来の棋路K 平行友配置を改め

て跨根橋上に主調部分を配置 し乗車客、降車客を

完全に分離 し上り 下 り各方面列車の乗降客の交流

する混雑をさけた。 小荷物、手荷物. 銭道便、郵

便等は、各プラッ トフオ ーム及び小荷物扱所聞の

連絡を すべて地下室によ って行ひ、 又市内から の

2 1  IX 
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荷物の搬入2うるひは市内への積出しも亦一括して

地下室で、取扱ひ地下道により連絡ナる様に浮きへら

れてゐ芯。

( 4)  大患都市と附近農村との開係

翫菜園としての使命が府近農村に課せられるの

でるる。と同時に大暴苦s市の無秩序膨脹を防止す

る意味から附近農村、部落との聞に法的K 規制す

る事も考へられるが、吾々は都市周謹部と外部と

の境界紘を道路、公園、運河によって劃するとと

によりとの問題の技術的解決をはかった。

( 5 ) 防 空

園家の中心的大撃者1¥市として防空上占める位置

除大きい。従って重要施設の疎明、建築物の耐火

耐爆的材料の使用、住居 1 戸営り験地面積の擁大

道路の方向、幅員、配置、建物の高居制隈等によ

って防空的友商が考慮されてゐる。

( 6) 優 生 寄 宿 舎

大皐の数育機能を十分に充足させる篤V亡、感生

には寄宿合が奥へられてゐる。事生は寄宿舎に於

て圏糧生活と、その中に包怒さるべき個人生活と

に於て、思索し、勉撃し、討論し、鍛鯨ずる。大

暴構内と都市街、住宅直に狭まれた寄宿舎匡は大

皐都市のー鵠化を計るものと考へられる。都市の

煩維さを持たたい此の街区は寄宿舎へ何等D 雑音

をも逸ら主主い。

寄宿合は錨筋コンクリート逃… ・一皐位 6 棟に

して患位停に食堂、娯事長' 室者と含む管理棟を設く。

牧容人員- 1 f l 位 150 人( 金l汝容人員 4. 650人) 一

人一室とし、一主六墨の最小限生活面積を最大に

利用するためには、勉撃と休息、のために椅式、坐

式の隔然たる差別を避け、揺による解決在求めん

と試みられてゐる。

叉充分なる空地t L 於て趨営怠る鍛錬を行ふもの

である。

(  7  )  市民住居形式

市民住居は防昼を考躍し純耐火構造とし. f.見夜

の建築材料にては銀筋コンクリート構造を遁営と

し併せて住居の遁度の分散を必要とナるカ王、衛生

上育見上の問題等にも充分なる考慮が主主されてゐ

る。

従来の市の周摩lにある畑地の大部を隣組共同訴

菜園として市中に取入れ、心身共陀都市生活の健

全を期してゐる。

一戸建住居上中流住居としては一戸建を遁

常とす、上流住宅といへども将来の家に聖母する

考へ方を基とする時、徒に宏j仕えE る住居敷地は

不必要にして家族主主に比して幾分の富余裕ある程

度を遁蛍とす。

共同住宅 中下流住宅のーをｾｴｌ建築費留減の

震に 5戸建一10戸建二三階の共同住宅を設く。

アパート 満身者並に一時的滞在者の震にア

パートを設く。

住宅敷地に付て

健全なる都市生活に要する所要面積として防昼

的に考慮を加へ

一人営り所裏面積・… .. 100m
2

( 約30坪〉

( 但し共同説菜園を含む〉

平均家族主t 5 人として

一戸常り住宅敷地面積…

500mヨ( 約150坪〉

隣組に付て

10戸を以て標準隣組とす。

共同隣組説菜園に付て

都市生活の健全を期し、翫楽のるる程度の自給

をはかる宮号、共同競菜園を設し蹟さは野菜の

隣組需要lの半ば即ち一人営り 12m' ( 3.5坪) を

油常とす。

町内舎

10戸の内 4 戸 をA 扱 500 mコ

G戸を B 級400mヨ

織り GOOm ｾヒ隣組共同筑茶闘とす

6 隣組を以て標準UIT内舎とす。但し其の内住宅

2 3  IX 



二戸分の面積を共有地とし町内合庚場、町内合

事務所、集合所倉庫とす。

一町内舎の戸数 o9戸

一町内舎の平均人口 300入

園民事直及聯合町内舎に付て

16- 18町内舎を以て園民感直及市民指導単位、

配給単位とす。

一率直の戸数

ー率直の人口

都市面積

940戸- 1060戸

4800人- 5400人

大撃者I1市を 6 園民象直に分ける

住宅面積に封ずる其の他の用地面積の比を 1: 1

として都市面積6. 000. OOOm' を得る。

(  8  )  市民文化生活

一般市民、市民外の人々も一定の市民券の如き

ものにより大暴を開放し. 聞書館、討究所を利用

せしむ。

( 9)  封タト文化施設

大挙都市が文化的都市としての重要なる特質を

IX 2 4  

有ナる以上、劃外的注文化の交流はｾＮ然考Ｍ慮され

ねばならぬし、又一方多数の留拳生が大泉都市に

滞在するととも合せ考慮して. 封外文化施設とし

て一種の文化合館的なものが設置されてゐる。

之は南方( タイ、 ピノレマ、マレー、フイリツピ

ン、悌印等) 。目、筆、蘭。枢軸( 濁伊〉。に分類

し. 之等に共用主主講堂として、各々はフq瞳濁立的

充足立場に Sうるものとしてある。之等の文化合館は

南園の文化の交流、親善をその主主主る使命とする

もむで¥具躍的には各圏語の指導、講演、展覧舎

演奏舎、研究舎の開催、各園文化協合支部む事務

機任、各閣旋行者の小宿泊施設等で、aうる。

(10)  留畢生の篇の施設

大東亜の盟主主主る日本に拳むべく来った留拳生

む震には、皐生寄合群の一割が之に営てられてゐ

る。

( 11)  大挙都市に滞在する人々の詩D 施設

研究の詩長期滞在する人々む篤. ホアノレ以外に

与量生寄宿舎群のまはりにアパートメント・ホテル



戦 残 皐 生 記 念 稼

間 平 箇 溜

の施設が主主されてゐる。

(12) 鍛 錬 施 設

鍛錬錨設に就ては、本大暴

が 皆 部 制 度 を 取 れ 叉 と の 都

市が各種競技の舎場となると

の仮想の下に、その構想と位

置が規定されてゐる。前者に

就ては全畢生が自由に五ひ K

混稚するとと無く、各々む鍛

錬に臨むには、従来の均撃に

見られる穀地では、歪If底其目

的の達成は望まれ友い。そと

で本試案に於ては休養も完走ね

? と、寧ろ庚大すぎると思、はれ

る程の充分君主る・商事正と構想を

持たせられてゐる。叉後者に

就ては、現在。の所謂紳宮外苑

的性格を帯ぴたものとして、

一般観覧者と大撃機構との混

尚Lを排する目的を以て、劃然

と大:皐内から其の位置を外 し

てゐる。次に其の主放る施設

を事ぐれば次の如くである。

中央庚場、主観技場 、腫育

館、屋外水泳場、屋内水泳場

武道場、各種球役場、滑空機

練習場、自動車練習場、艇庫

其他各種競技練習場及昭利施

設。

( 3 ) 寺 院 建 築

先づ宗祇を超越して現在各

宗振を統合せんとナるのが第

一の目的であった。そのため

に過去の日本寺院様式にたよ

るには、との造形課題を満足

せしむるの容易ならざるを考

へ. 加へるに新しき材料をも

って築くにはどうしても過去

の形式から離れねばたらゑか

った。新しき寺院は過去の鈍

重主主因錨的主主様式を打破し、

2 5  IX 



中 央 食 料 品 倉 庫 及 事 務 所

会て新しき門出を造るにふさわじい明快さを要求

する。勿論結婚式も葬祭もととで取行はれるべき

ものと考へられる。以上の本旨に依ってかかる様

式を採用した。倫悌殿上階の周蓬部は貨物陳列主

とし. 北方には悌寺客殿にも相営ずる舎館を設け

る。倫悌塔は悌殿を右に設けて全て傍殿を中心に

悌絡はその従属的た意義より天安へのつながりを

もたしめんとするために設けたもので園む如く箪

純君主治型的取扱ひによった。

神社は寺院と同じ公園内に鎮座し南商し大，暴都

市の守護神とたした。

(14)  消費配給機構に就て

消費の性質により相違せる生活品を a、b. c. 

K 大別し a は生活の一次的必需品にして日常生活

に於ける消耗率多きものでSうる。 b は二次的必需

品にして a K比レ消耗本よかきものである。 c は消

耗品では左足いが日常生活と密接に関係を有する消

費で草うる。

｡ に含まれるものは、米穀、燃料、誠味料 ｃｉ ｊ［ｪｾ

IX 2 6  

l払砂瀦. 盟、醤油等〉茶、青果、野菜、鮮魚、

聾干、肉類、酒類、日用雑貨、パン、牛乳、菓子

( 煙車〉粉類、下級纏詰数等でるる。

b K含まれるものは 、服装類( 和洋婦人、子供〉

洋品雑貨、【下着類】、帽子類、靴、鞄、傘類、履

物類、食料品( 菓子、洋酒〉家具類、道具類、設

備品類、玩具類、娯繁慰安用品、袋物手薬用品類

蒲圏、【柴品L 【化粧品エ【園警】、【文房具】、度

量衡品、窮民機及3付属品類. イ犠械類、貴金属、

時計、眼鏡、運動具類、農事用品、襲器、洋書材

料、悌具、葬具、馬民館等である、【] は a o日

用雑貨にも含まれる。

C K含まれるものは、理髪底、 銭湯、美粧院、

洗濯屋、自縛草屋、新聞配達所、履物修繕屋、便

利大工屋、顕治屋、寵翼屋等である。

a  K 劃しては公共圏瞳の管理に基く組合機構に

よる自己給制度をとる、 b 1' 1 : 劃しては都心商底街の

形式をとり、その統制には公共図趨が完・るととに

した、 C は 6 閣民皐校直別に分散された形で配置

されてある。



綜 合 大 接 計 霊 感 患 部

Ｑ 、 ｾ .I1'1c  2、病組事、解剖撃場土室 3、生王製品品、衛生星島敏: 室

4、 法 際 阜 、 微 生 物 隼 教 室 5、告書化拳、難物準教室

配給機闘として停車場? 付近の固有側に中央配給

所をーケ所設け大会庫及び冷蔵庫を附属せしめ、

製氷貯臓を主主し、物資の購買、慣絡む統制、配給

l乞閥ナる種々の調査、管理を主主す. そこから 6 つ

の園民事直の配給市場K 連絡する。配給市場は 1

撃匹釣5000名を標準とする。現在の市場とデパー

トメント・ストアの組綴を統制的に鐙草したもの

簡単に聞に示せば、

一→|都む商庖街 |

く15) 工場に付いて

が本試案に於ける配給市場と考へてよい。此所で

日用品はさを部供給される。 c I ' L 属ナるものは 、配

給市場の周閣の道路| 乞面した地域l亡設けられる。

即ち 1 撃匿毎の盛り場K 準歩、べき場所と して形成

せられる 、之等はチエン ・ストアの機構により 6

ケ所に於ける連絡統制を行ふ。 工場地帯は大串都市の騨附近I ' L b !J . 大隼者f¥司1
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の日常生活品にして筒鼠に生産 し得る物の工場と

共に 、大皐? 付属の研究工場を附属せしめてゐる。

叉大皐が積極的に枇舎に働きかけるべき魚に印刷

工場を大きくとれ出版物を以て大L撃都市の生産

方面の大きな特徴とした。

( 6)  結核療養所

本館病床主主168，外気小屋群病床数40

牧容患者全教の約半i 設は市内患者K して他は市

外患者C 見込である。向常療養所は健康相談所を

索ね、研究部を有ナ。

ロ . 大 阜 の 形 態

( 1 )  大患の規模に就て

* 1 - 十君主に於げる・ダ棋の規模、果街IJ は我j闘に於け

る現平Eの帝聞大i換のそれに f幹線し、各県部 、県科

の定員数 lま第 1 表 、第 2 衰の如くである。

第 1 ｾ受 本邦字書国大皐定員続重量と; 4 1 : 計蜜との比絞

Ｑｾ ＮＺｴＭＺｲｲ ｉＮ ｉｴｲＭｬ， ＮＮｌＮ＠ ，ｲＮｬＡ ｌ ｉＭ ｾ｢Ｎ Ｂ， ｌＮＮＮＮＮＮＮ ｲＮ ｣ｬ Ｎ｢ＫｲＭＧ＼ Ｑ＠ Ｎ｢ＮＮｾｴＮＮ＠ I本計費K

束京| 京都| 東北| 九州| 仕掛且| 大阪 J4 I 古屋. 合計|

ｉＯＧＧＧＧｗｉＧＧＧＧＧＧＧ ｌＮＮ ｉＯＢＧＧＧｉＧＮｾｉＯＧＧＧＧＧＧｉｾｾＭｉ＠ ." 0' I於 る 大 息

iまと 450 450 

I  I  

4050 900 

経 10501 750 300 300 2400 600 

文 12001 630 15!つ 1:i C  

2 4 M  

2130 300 

珂l |320 270 18つ 1910 600 

エ 25201130 570 66ヨ3n!  7651 600 6620 1200 

書寄 400 520 360 480 320 3340 580 

隆 7201 450 345 380 1895 450 

計 36405080 2140 2605 135E 145E 1070 22345 4830 

第 2 褒 本計. に於る各科定員敏

感 部 | 感 自 由

法

和'

Zえー 文 書匹

京1・ l町 l 制 定 員

定員 一 ヶ 年 | 一 ヶ 年

300 900 

200 600 

科 40 100 300 

高島 3D 

事巴 3D 

拳 30 200 600 

文 10 

勾1 50 

拳 60 

物
10 i  

物 10 

物 20 

王製 10 

主契 20 tOO 1200 

木 1，0  

火

事J

玉県 l  数

天

物

化

動

植

地 質 鎖

物球地

建

土

工

50 

機 械 50 

係 鍛 冶 金 60 

工 業 化 祭 50 

燃 料 イ ヒ 拳 35 

繊 維 化 事 15 

航 ｾ＠ 40 

月昔 自由 40 

彊苦 | 麿 曹b 130 1印 580 

要長 聖島 20 

l長 I  J農
聖島 30 1日 4印

材、 聖匹 30 

農 林 化 拳 30 

農 林 生 物 15 

農 林 エ 撃 15 

ｾ林ｴｲＺ ｲ 済 15 

苛ト
I  t，6日

県生はすべて之を寄宿舎に牧容し、教 室開係の

諸言十: 霊はもとより 、大東証新指導者育成機関とし

て綜合的な荷額の計震が行はれ. ブでJ祭の機構は原

則として教育機構. 研究機構κ 大別し、研究機構

は克陀対別して針内的なものと針外的なものとさ

れてゐる。イ圧し紫外研究機構もその験地は常設皐

都接地に設けられ、叉臨練施設、厚生施設に閲 し

ても周到に計識され特に野戟演習場を充質 せ しめ

策事教練の綜合性を強調してゐ る。

( 2)  平面計重に就て

大: 撃事k地の北、西は 山。束、南には湖東の沃野

が開け。 40寓坪を占める構内 K は宍峯木部に求心

的t L - ヒ皐部の建築群が疎司ず る。大，察本部は本部

事務室、講堂、岡書館の三大? 建築物及び中央式典

庚場より主主る。講堂は金畢生 を牧容せ歩、すべて

の重要主主る 式典は此の庚場で行はれ、庚場は東西

に走 る軸線上東方に 向って設 け「束へ! J の思想

が強調 されてゐ る。

名皐部は更に象部本部、食堂 を中心とし、 各科

教室( 教室の関係 l乞よりー箇乃至輩箇の教室が一

つのブ ロックを 作 る〉 のブロ ック群が計霊 的l乞配

列 され、各 ブ ロックは地下道で互陀連絡されて居

る。

( 3 )  立面計壷に就て

我圏はも とより 諸外闘に於て も綜合大撃は漸次

擁 張 された ものでる 払 全種的に建築群としての

統一 ある景翻 を呈す る例は稀れである。
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本計査では本皐森回数授の御懇切な御指導 I' C伏

h 銭筋コンクリ ー ト構造の正常左足表現形式たる

桂と梁む整然と した配列を外部に表は し、 乗ねて

日木古来の建築的停統である。桂、胴差、軽やか

に延びた軒先の表現をかりで、金建築を三階建の

統一ある立商にまとめたととに、一つの持色があ

る。

今後の対象方向を決定するものが園家を念頭に

沿いた研究機関でるム同時に敬育機関で喜うると

するならば. 此の提案になる大暴都市は充分にそ

盤谷日本文化曾館の建築事業

。

客年末日泰南関政府聞に締結せられた日泰文化

協定放るものは、我匿が亙細亙洲のー園と結んだ

最初の文化協定である許りでなく、今日迄との地

域内に於ける1 1 f t ・- 無二の協定なのでるる。然かも

従来我闘は潤・伊. 11白・敦等の欧米政箇閣と文化

協定なるものを締結してはゐるが. 今弐の日泰文

化協定と比すれば、その内容に於いてもその目標

に於いても同日の比では友い。即ち日泰文化協定

はその{ 康文の設に於いて既往の夫れ等に比し主主倍

の長さ在持って居り - .k その多岐多様なる事業を

ば細密に規定してゐると ν法草詐りでは君主し南鴎

問の文化交流を皐なる雨園民の認識・理解を深め

その貌警 を精進するといふ有り来りの目標のみに

止め歩、質に爾園文化の交流、協力に依り東亜の

天地陀新らしき文明を創造・興隆するといふ雄海

無比なる大示標を奥へてゐるのである。

との. i J { i ' : C 劃紀的左足る文化協定は、その宜施機闘

についても亦劃紀的であるといふととを癖せな

い。即ち同協定は明文を以て、盤谷及び東京に夫

IX  3 0  

のー示控となり得るであらう。歓を云へば都市計

壷の方面からは庚大左足公園緑地大撃と 、官醸街、

商庖街の相封的位置に就ては、又対泉の計叢に就

いては各患部がもっとゆったりと した敷地を擁 し

ながら、然も式典庚場を中心として緊密な平面を

もったものが欲しかった。が然し各方面に於ける

色々な制約困難を克服して、建築撃を皐ぶ者と し

て戦時下に於ける真空安定E態度を以て、かかる問題

を恥とげそれを途行し得たと云ふ事は 、ブもいに栴

議されて よいものと 思ふ。( 完〉

朝日 ;畢 健

k との協定に列記する各種の文化事業を計剤・質

施すべき中央機関を設置すべきととを相互に公約

してゐるのである。予が館長の任1 ' C3うる「日泰文

化合館」なるものは、 3置にとの僚項に遜ひ生れ出

でたるものなのでるる。帝圏政府親らとれを設立

し、封: 手の泰圏政府とれに劃して一切の便宜を提

供すべきととになってゐるのが、木合館放のであ

る。

同時に、我政府は進んで、泰閣に聖母して責施すべ

き一切の我文化事業主主るものはその公私如何を聞

はす也、歩本合館とれに参奥しとれを遁過すべきと

とまで命じてゐる。か L る庚汎にして強大なる構

限と責任とを賦奥せられてゐる文化機関たるもの

は、 iif界の園際文化史上曾て見ない所- といふべく

予が本合館をI 1J紀的の存在怒りと言ふ意味はとム

にある。

。

との重大主主る使命を秘せられたる予は、昨春以

来 2 固に亙って泰閣に豆 れ 彼函朝野と の接燭設



にその見聞に依って一大結論を編み出したのであ

る。幸ひにとの結論は我政府陀於いても異麗友く

賛し民間関係方面亦とれが協賛を惜ますヘと. l . f ' L

日一日ととれが貰現に向って歩を進めつ. 1 . aうるは

予にとり長大の欣慌事と言はねばえにら主主い。

と主に言ふ結論とは何ぞや? 盤谷に我薗文化

を遺憾なく頼揚すべき大殿堂を建立するといふと

とである。

我闇人は能く口を聞けば日本精神と言ひ日木文

化と言ひまた日木的性格の賦輿も言ひ、さでは八

紘爵宅の精神と言ふ。然し親しく南方の土地と人

民とに接した予の所見に依れば、問題は抽象的な

る理論やお; 題目や講稗や印刷物やではたし彼等

が親じく眼陀し王干にし手陀鯛れ得る具種的の生 k

した事物で友ければ主主らぬといふととである。一

言にして言へば徒ら主主る「修身」の代りに「質物

教 育J を! でるる。

とれのみで、は主主い ‘ 。彼等は彼等ｾＡｊに愛着し傘

崇して措まえ主い彼等の文化があり停統が2うり慶奥

がある。我圏人は言ふに及ぼ歩、仮令公平主主る第

三者が見て以て日本文化の優秀性乃至指導世を確

信しゃうとも、彼等の文化・停統・歴史を無視し

て「突進」せしめゃうとする友らば、それは文化

的侵略として彼等を憂ひしめ怖れしめ怒らしめる

以外に何の結果も生み出さぬでるらう。政治的に

は、また経済的には、との種の「突進」も解決の

一方建なるととがある。然し事文化に闘する以上

一一心と精神との領域に闘する以上、劉手方に

「侵略」を感ぜしめるに到つては、無意味以上に

有害極り主主きものなのでZうる。

従って、との種の事業陀従事ナる我等の心構へ

は、我優秀主主る文化を如何にして謝手国民の感簡

を害するとと危く一一否その感燭を快からしめつ

.1. . 彼等に理解し犠取せしめるかといふとと陀あ

る。同時に彼等をして、南国民の木質的固有的の

文化を融合調和し‘ 以て相共に新らしき r東亜文

化』を創造 ・奥珪せんが矯めた如何にして心から

協力せしめるか、といふとと陀ある。史に質際の

鈷より言へば、彼等の世に誇る「南方唯一の澗立

閤」のその濁立を各賞共に完からしむべし大東

亜の指導者日本が温情と誠意とを以て彼等陀接し

以て彼等の文化水準を生活水準をすとしでも高く

且豊かならしむるやうに懸命の努力を携はねばな

らぬといふととに Zうる。

予f' L i件泰中よく泰人に言った。一一『予の泰に来

ヲロパガシディスト

たのは決して箪怒る日本文化の宜停者- たらんが

矯めでは友い。雨園文化の話完著二一否問図々民

の協力事業の営事者たらんとの心構へをもって遣

って来たのだ』と。との言葉は嘘偶りは主主しに予

の真情なりでるる。

盤谷に大文化殿堂を建設するといふとと一ーと

れは固より日本文化を最も兵象的な形で揃揚せん

が矯めではるるが. それと同時に一般泰圏人の矯

め十亡、彼等の踊祉と富強との矯めに. 十二分に共

用され活用されるやうにも念じてゐあからに外怒

ら主主い。

。

との大殿堂は主主個の大き友棟に別れる。その友

かの重要建造物に「産業館」があれ 「悌敬館」

がるり、 「事能館」がある。

「産業館」が我閣産業の各分野を遁じて日本文化

の優秀性を宣揚せしめんとしてゐるととは勿論で

ある。然し乍・ら、とれは「産業館」の一面の使命

である陀過を主主い。他の半面にとれに劣らぬ使命

があるのだ。それは、従来英米誌に華僑の活動に

依って自由友る産業活動を阻まれてゐた泰圏人の

需めに一一品企を誇稽しながら所謂孟全企歯の域

l亡は程遠かった泰園の矯めに. との「産業館」が

出来るだけ足卒業・指導の役を努めるやうにといふ

のでるる。泰闘をして強密・宮殴? とらしめるに日

本としての高き使命を果さしめゃうといふので2う

る。わが「産業館」は決して商品陳列館.であヲて

は主主らないりでるる。

弐む「俳教館」でるる。

日泰雨闘が傍教園で2うるとは言へ僚、彼は南方

僻致、我は北方悌敬一一同じ「偽弟子」でありな

がら. その日常の戒律に於いて . そり信奉する哲

理に於いて‘ 甚しき相違がある。とれを海然ーす日

のものにしゃうといふととは再度程傘の出現を待

たえ主ければ出来ぬととかも知れぬ。然しぜ i mi: 細

亙はー」に危らねばならぬと したら. せめても相

互の悌教界は封手を知り 己れEと知らせるととだけ

は何を措いても遁らねば主主らぬ仕事ではたいか。
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わが「併 ｊ 教館」をして日本悌宮北の需めの ｪ 仕巌ｾる

書房・讃廊としゃうとしてゐるととは事責だ。然

しそれよりももっと事責なのは、との「併を史館」

陀よって1 : 1泰雨閣の悌富士徒が不断の接蝿・不断の

研究をするととが、できるととになるといふとと

だ。

それから「事能館」。

盤谷にも立i民主主眼喬諒はある。然し、執れも市

内雑閣のなかにあって所謂山の手の住宅医域には

との種の設備は全く主主い。更陀盤谷には演劇の鴛

めの劇場がーっとして主主い。音楽合場l乞到つでも

同様と言へる。 i箇営主主総書喜美術の展観舎場のごと

き亦全然続如してゐる。わが「喜能官官」は、わが

閣の 11史帯・積劇・音柴・舞踊・給番・彫刻等を辰巳

理せしめんために使用さるムととは固よりでるる

が、それと同時にとの種の機闘を続く泰園人の矯

め陀進んで一瞥の努を献げゃうといふのが木館の

持つ半面の使命主主のでるる。

その他「観光館J r武道館J r祉交館」、一一致れ

として同設の性格を持たぬものは友いのだ。

。

との文化殿堂は約 1 寓 5 千坪の敷地に約 4 千; 坪

の建坪を設定して建立さる L 筈でるる。素材が泰

闘に豊富友チーク材である闘係から、純白木建築

の様式を用ゐるとと L し、目下賞を懸けて設計画

面の募集をしてゐるととは、大方の既に知らる L

通りでるる。審査員長陀我建築界の最高峯伊東忠

太博士を推し、審査員として東大線長内固辞三博

士、大熊著邦博士. 建築寒舎長小林政一博士、子青
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大教授岸田日出刀博士、同王子山嵩博士. 早大教授

佐藤武夫惇土といふが如き諸擢威を網羅してゐる

外、更に美術・工事・造園方面から横山大観、香

取秀耳、小杉放庵、安田甑彦、田村剛の諸氏を加

へてゐるその豪華版的主主陣容を一見しても、今次

の設計事業の意義の重大さは容易に諒解が行くと

とム思ふ。それ陀営選者に劃する賞も患なる賞金

に止めヂそれを副賞として、正賞は特に大東盟大

臣賞としてゐるととは、益々木設計に闘家的意義

を賊奥してゐる語でるって. 言はど我建築界に劃

する綿動員令とも栴して不可は主主いと恵、ふ。

尤も刻下の問題は皐に設計だけでは友い。とれ

もが1並んで念宮解決せざるを得ざる問題にE 額の

費金調達がるる。事建築に闘する限り金を掛けれ

ば

でで、も主汝Eい。従って営事者としては金額の多きに失

するは些かも憂ふる所ではない。たピ現賓の問題

として最小限度の建築資金として 600 寓固は是非

共必要で、ある。而してとの金額のうち相営部分を

政府の特別; 補助に倹たねば主主らぬととは固よりと

して、事業の性質が官民協力すべきものでるる以

. ヒ是非共民間各方面が進んで寄附金D 醸出に営る

といふととにして欲しい。然かも我等は、との寄

附金の醸集の完了を以て我民間各方面の任務が格

了するものとは信じたい。更にとの文化殿堂が落

成の瞬、そとで行はるべき蟻ん主主る事業の運替に

闘し、民間各方面がその中心となって活動して貰

ふーーとれとそ、一時的友寄附金醸出の問題にも

まして肝賢なるとと L 思ふのである。 ( 18. 8. 2)

( 筆者は 目泰文化合館々長〉



時 評

草 一 路

遊 休 家 屋 の 利 用 更 生

遊休といふととは皐に人間や家屋や機桟ばかり

にZうるので主主し家具、衣類、調度、その他一切

の物陀も喜子しなぺてるる筈だ。自由経済時代には

寧ろ最初から遊休を目的と L て作られたと言って

宜いやうなものも珍らしてたにかった。くったくの

無い喜子金持が、立訴え主本邸を所有し危がら. ゃれ

六甲だ須磨だと幾つかの別邸を作ったり、買物す

るととを以て何よりの仕事と心得て居たゃうゑ有

閑婦人が、衣類調度を有るが上にも買ひ集め、一

つのからだでは奈何にも若ゐうせられぬ程のもり

を箪笥のひき出しゃ長持にしまひ込んで居? とのが

それだ。燥さんのｾ嫁入り仕度に、生涯か ｌ って

も. とても着っくされさうにも主主い程の衣類む量生

を調ぺて、それを自慢陀みせびらかしたのも、つ

い昨日のやうに感じられる。一部の心2うる者の外

は、それを営り前の事のやうに思って居たのだか

ら不思議だ。物が無い k k と二言闘には不足をい

ふむを口癖のやうにして居る不都合者が世聞には

相営居るが、かうした遊休苛瀬に屈するものをさ

らけ出したら、未だ々 々日本『亡は、有り儀る程の

物が2うるといっても敢て温言ではえにいと思ふ。

倍、遊休家屋の問題でるるが、新聞の報導する

ととろによると. 別荘が軍人さんの信舎や倶柴部

D 類陀利用されたり、必茶屋や料理屋が産業署員士

や畢生の宿舎陀早費りした等々む例も全 く無いで

は主主いらしい。それが果して何の程度ーまで効果的

に利用されて居るか、その賃際を自分は見て居ら

ぬむでSうるから、はっき b断言するととは出来泣

い。事責噂程のもので主主いのぢや無いかとも想像

する。既に時期としては是れ等遊休家屋の利用更

生が盛んに行はれ、所有者の側からいつでも、時

代を認識して、どし E し提供されてもよささうに

思はれるので有るが. そとまで行き詰き詰める陀

は未だk k 多少の距離がるりさう陀見へる。

ゐ茶屋や料理屋だからといって、現在ぽかんと

欠伸をして遊んで居る謹ではない。反割に連夜満

員つづきの欣態で活用 ( n されてゐるではない

か。別荘だからとて一年中只空屋でほってある語

ではない. 或る季節には利用もされて、その所有

者からいへば必要君主施設 ( n とえにつて居ると言

ふ人が有るかも知れぬ。只諜もゑく遊休家屋だな

どと言ふが、必らす= しも左様とのみは言へない。

ｾう大君主土地と建築面積を有する寺院はどうだ。

がらんとは巧くいったもので、毎日がらんとして

遊んで居るでは友いか。まるで. まつツて有る本

客様はお留守番のやう友形に怒ってゐる。併しと

れとても全然遊んで、居る需ではたい。やはり利用

される時には利用されて居るので、それが遊休君主

るかの如く見へるのは建物のせいでは放し坊さ

んが友まけて少としもその宗激的主主活用を考へて

居らぬからだ。とんな意見も、考へ方c 如何によ

っては有 b得るやラに感歩る。

J助陀は九ぺて用途がるる。一寸眼には何D 働ち

きも主主いやうに見へて居るものでも、よく観察す

ると、決して左僚とりみは言ひ切れぬ場合が相営

ある。 r必要主主無駄」といふ言があるが' ただも

う無駄ー貼張りの切詰めた考へ方の反面に l位、意

外陀も大き君主畝陥が護見されて. 無駄が決して無

駄で友いととに心付く。物はその表面ばかりで主主

く菱商をもよく親察する必要のa ; るのはそれだ。

暫卒でるってはならぬ。

かう言ったからとて、決して遊休家屋が無いと

いふむではえにい。世聞には、有 らす= もがなむ家屋

ゃ、庭園や『部屋や、家具調度の相営む撒にの ぼ

るも むが有るのは事責だ。彼是れ理屈などを述べ

立てて居る時でないととも明らかだ。時局に即癒

して、出来るだけ是れが利用更生 を計るべきであ

るは論歩るまでも法い。錬成や厚生施設として活

用するに格好訟ものも多数i乞有る筈だ。大局から

物を観て、よくその庭置を誤らぬやうに仕度い。

只一つ愛に注意すべきは、その用途目的に沿って

共の利用更生の策を誤らぬといふ黙だ。同ーの建

物でも、その活用の如何によっ℃は、案外模様換

や修理に、多大の手聞や資材のみを使って、一向

聞に合はぬととに主主る虞れがZうる。家でさへあれ
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/ ' ; [ 何にでも使へると. 左様は行かぬのである。只

遊んで、居るからといって、肺病でごほんどほんと

震をして居る青年をかり立てて、明日の目に工場

で働らかしてみても何にもならぬと同様だ。そと

に此の問題c 容易ならぬ複雑性がるる黙を'注意し

たいと思ふ。道休だと見てその利用更生を計った

ものが. その利用者陀、反って日々多大の努力や

時聞の無駄を富余儀なくするやうえ主例は、相営有 b

得るのである。

企業塗備と業界の心構へ

土木建築業界もいよいよ整備の時が迫ってきた

ゃうだ。喜子そくともとの八月中には. 整備要綱が

指示されるでるらうと言はれて居るが. 多分そん

及運ぴと友るのでは無いかと思、ふ。どうせやられ

るものならばつとめて早い方が宜い。業界多数者

の気迷ひを一帯する上に、その方が効果的だ。寄

々噂にはのぼり. 最ー早充分の用意の2うる可き筈で

は有るが、貴際はなか々々左様いって居らぬので、

喜うるから、一日も早く断行されるのが反って得策

だと考へる。

現在にあっては. 注文はいくらでも有るが、資

材難や努力難で皆目仕事にならぬといふのが、業

界一般を通じての、大きな悩みでるるらしく見へ

る。殊にその中心は木材の獲得難である。限られ

た載量が配給されるので2うるから. 勢ひ重鈷主義

と主主らざるを。得ぬ。聞くととろに依ると今月( 八

月〉る? とりから、木材の配給に更らに重黙主義が

強調せられて. 比較的重要性の程度の低いもの陀

は、材量はあっても全然配給がうけられぬといふ

結果に友 b さうだから愈々事だ。業界を今の僚で、

押し通して行かうといっても、最早左様は主主らぬ

時代となって居る。遺憾主主がら多数者は自滅の一

途を辿る他はないのでるる。

大阪府には現に三千数百白土木建築請負業者が

るるゃに聞いてゐる。月々幾分づ与は鹿業者が出

て綿故は多少減少しつ. 1 . 3うるが如く見へるが、そ

れはほんの一部分に過を主主いで、全員数を動かす

程むもりでは主主いらしい。 ー勿論との大量の中には

土木建築業者といふよりも、寧ろ大工業者といふ

方が遁営主主向の人が多数に包含されてゐる筈だ。

左様した人建は. 営然今度結成せられた大工工業
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組合の方ハ拶行して、本然の大工業に復鴎ずるで

るらうし、又復時するのが賞然では有るが. 般に

左様t ，; ったとしても、倫ほ多数業者の落伍車事業を

富余儀えにくされるのは明らかだ。それが全腫のいく

ら位の割合になるか. 今、の場合、筆者のやう君主そ

の方面の j伏勢をよく知らぬものには如何とも憶測

を許されぬが、業者の裁が著しく減少するととだ

けは言ふまでも友く明瞭だ。

現代は一切の悲意が許されぬ時である。整備と

言ひ統合といふも. 難かしくいへば色々理屈のZう

るととであらうが、結局は従来無秩序でるった業

界を秩序づけるといふに他ないでるらう。どちら

か: 言ふと. もっと早く整備統合が行はれて居た

ければなら放かったものが. 今日まで延L A k k に

なって遅れて居たのである。それは常局が無視し

て居たといふ韓ではなしそれだけ土木建築請負

業者なるものに多商繁雑主主るものがあって、容易

に決定せられぬ部分が多々ある需でるったと考へ

るのが至営で②らう。等しく重要産業といっても

全く面目を異にするものがるるからだ。無視はせ

ぬが、業者の主主が意外に多くて、一般の建設事業

陀影響するととろが顔る大きいととも亦注意さる

可き一つの重黙でるったと思ふ。遅れたのは止む

を得ぬのでるる。

併し. 今日は最早是れ以上遷延すべき時ではな

い。圏在差異げて戟守完遂白矯めの綿協力が、- J l 苦

強く要求されて居る。それが直接であると間接で

あるとに論友しあらゆる建設が. 戟はんが震の

建設である。それ以外むものでSうる可きでは友く

叉、事責あってはたらぬのだ。

遺憾友がら業界の、過去にるっては、前段多分陀

自由競守主義や、伺人的替利の臭味が抜け切らす=

にるったと言って宜い。頑迷注業者には、今でもま

だ資本主義時代の夢がすっかり畳め切らすなに居る

のが多い。此頃! 亡友って多少は心付いて来たとは

いふものの. 何分他の重要産業に比べで頗る立ち

遁れの感の2うる業界のととで、Zうるから、未だk k

本営に解って居らぬといふ方が、等ろ多いと言っ

て宜いかも知れぬ。でも解る解らぬは最早問題と

は左足らぬのでるる。国家が必要とする至上命令や

指示には論議の喜余地はない。従って企業整備に劃

する業界白IL' 構へとしても、. i J IJ 段事新らしく言ふ



までも友し時局に即臆して普f 1 g し. 落着くとと

ろへ落着くり他はたいのである。現在の業者が牟

滅するか、それとも三分ーに減歩るか、要綱の如

何を見ねば決定はしかねるが. 兎に角業勢はー費

し、全然新らしい段階の-FI'1:. :再出殻を官余儀友く

されるのも徐り遠くは主主いと言って宜からう。

流 行 の 「 鞍 時 生 活 展 j

何々展覧舎といふゃう主主ポスターや. 立着板を

至る所に始終見受ける。その度に感歩るのは. 如

何にも世聞には催し物が多いといふ事だ。とんな

に忙しい世の中に、かう催し物ばかり続けられて

は、観る方がついて行けぬのでは主主いかといった

やうな思ひもする。昔1 と違って何れも資料が豊宮

で. 相営慣値のZうるもむであったとしても、かう

間断友しあちらでもとちらでもと言ふ風花開催

されては. せいぜい通りがかりに一寸のぞいて見

物する程度のものが多くて. 主催者の側で相営骨

を折られて居る割合陀、その責際的効果はすくな

いのでは友いかと想像する。

「瞬時生活展」といったゃう訟ものに就ても同

様だ。筆者の如きも忙しいに取紛れて. 満足; に見

ては居らぬのでZうるから、批評の限りでは友いが

左様した催物がどれだけ世聞に反響を興へて居る

かは問題だ。勢の多い割合陀効のすく君主い割l類に

属するのではたいかと思ふ。

正直なととる未だ々々一般世聞に l念、戦時生活

1'.L e と言ふ自売が、頗る 孫薄じゃないかと思ふ。

支那事費始って既に足かけ七年、英米と開戦に及

んで、からでも既に三年に君主るが、闘民の大多重立の

生活. 即ち衣食住の貴際を見ると、如何にして也

去に於ける奮障制を維持するかに汲々として居る

以外陀何物もないと言つでも. るまり過言で1 ' . L い

やうに恩はれる。遁々と切り詰められて行く衣や

食や住に封ずる抑制もさるとと訟がら、倫 i笠多数

者が温去の夢を繰り返へさうとるせって居るのを

思ふと. さうした事が考へられるだけでも吾々む

生活には. 未だ々々相営の官余裕があると言ふとと

を思はざるを得友い。是れは、白木の有難い霜だ

とも芳香へられあ。

木材が容易に手に入 b難く友ったと言っても、

山が全然坊主に主主って了ったと言ふととではな

い。伐採さへすれば使ひ切れぬ程のものが依然保

持されて居ると言って宜い。食料問題にしても、

古来最本閣の有難さには、必らす= しも楽観lま許さ

れぬとしても、極度の悲観は全然無用の観がある

のでるる。休日や祭日には、盛り場には人の浪を

打って、何鹿l位戦守があるかと言った趣がないで

はたい。集って来る人の顔をみても何れも卒和友

商持ちで. けはしい、せき込んだ様なととろは何

E患にも見られ主主い。市街商底、飲食庄の様子や、

道行く人の服装などを眺めてみても、成る程、戦

前とは大分違って来て居るとは感ぜられるが、 - そ

れも共第十亡眼左足れたとでも言ふのか. .IHJ I ' Z: 不思議

さうえE顔付をして行くものも居らぬ様だ。かうい

ふ情景からすると、職時に劃する園民生活の自覚

が著しく不足して居るのじゃないかとも観られる

が. 叉一面、とれでとそ長期を強想せられる臨時

に在って、充分それに耐え得るだけの絵カが. 何

鹿かに深く培はれて居るのだとも翻られるのであ

る。

相費らす= 間取引や横流れの噂の絶えぬととろを

みると. 事貨の如何は元より筆者の知るととろで

は主主いが、さうした噂を生むだけの資材が. 何底

かに偏在して居るからだと 思はれる。関策にそむ

くゃう友行f誌は、ど しどし鹿罰されるのは営然で

あるが. それはそれとして、日本は今のととる決

して生活物資には行き詰って居らぬととだけは、

はっき b認めてよいのでないかとも 思ふ。

生活の「簡素化」といふととは、支那事饗の営

初から盛んに唱導せられて来たととだ。戦時生活

主主どと言つでも 、筆者の考へるととろでは、とり

「簡素化」の三字につきると信歩る。事費の営初

は勿論のとと、今日l 1 : aうっても、依然として此の

「簡素化」以外に何物もないと思ふ。平時に於け

る生活の「簡素化」は、 「倹約の徳」としての一

道徳観念に温ぎぬが、戦時にあっては左援ではな

い。閣家が戟字国的途行の上に極めて強し何人

の. . . l : : t t : も調整するものでるる事に注意したい。圏

情が何の園に比ぺても、非常に恵まれたものであ

るととを喜ぶのは元より悪い事ではないが. それ

に安閑と腰掛けて了つてはならぬのである。吾入

はもっと臨時意識を探め. 更らに其白日常生活D

上に就ても、大いに反省するととろが有って宜い

筈だと芳へる。( 昭和一八・八・四〉
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住 宅 建 築 家 の 「 し ご と 」 は

無くなるのか無くならないのか

築 田 建 造

8 月現本欄に蛮表された青山E 義氏の論稿「住

宅建築家の「しごと』は・無く主主る」を骨を折って

諌んだ。

氏の論稿はいつも頗る難解でるる。との度も氏

が何を主張されゃうとしてゐられるのかを理解す

るのにさへ異常放る努力を要した、と先歩訴へゃ

う。とれは恐らく青山氏の想念が絵りに深還なる

が震か、若くは氏の論理的な整理が未だ足りたい

かの震で、あらう。

との「住宅建築家。『しごと』は無くなる」な

る一文は、先歩初段中段に於て住宅の臨時規格が

制定せられわれわれはとれを湿奉せぎるを得主主い

所以について論越せられ「此様にして住宅建築家
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の『しごと』は1 E f ' C 無く主主るととと主主る」と論断

され主主がら、併かも末段に至って「住宅建築家の

『しごと』は無くなる」と云ふととは妄想でるった

と概論されて結んで、ある。

一つの論阪を醗さん震にはそれ相臆の首肯し得

べき科率的論詮が必要なる筈でa ; る。

成程、中段以下に於て現在無視史観駁論や、建

築の二商観の是E 論や、鹿家的意味に於ける住宅

容器論や、 「唯建築主義」排繋論や、建築表象の

形成化否定論等々漠々たる論越の結果「此様に Zう

りふれた一つの具髄的友例を採り上げるととに依

って一転、住宅建築家む『しごと』が如何に豊富友

未飛を約束せられてゐるか想像し得ょう」と到達

してゐるのでるるが、僕陀は「此様に 2うりふれた

一つの具瞳的危例を採り上げ」てまで丁等に説明

されても一向に爾論の根擦が納得出来主主かったと

とを白紙ナる。何だが論詮の過程が終結の標的を

外れてゐはしえにいだらうか。また論理り各所に無

理矛盾が含まれて'ゐはしえにいだらうか。以下その

個々の文章について吟味して行かう。

女 先す" r建設が常に正しくるるととの詮明は、

建設によって殻生する幾多の問題の一つ一つの解

答でなければならぬ」と云ふ章句に面喰はされ

る。二三度讃み直してみても何だが謹のわかった

ゃう友わからないやうなピンのポケの如き様脱文

である。

若しも震に「建設が常にE しくあるとと」を詮

明ずる必要がるるの主主らぽ「建設はその木質とし

て不正と両立し友いものでるる」とか「嘗て不正

なる建設は一つも存在しな恥った」と云ふ命題に

ついて直接的に論詮せられさへすれば立ちどとろ

にぬのついてしまう問題友のでるる。

それを青山氏が如何程刻念に「登生ずる幾多の

問置の一つ一つの解答」について盤寓言に捗る論

速を試みてみられたととるで、それから「建設が

常に正しくあるとと」の詮明友どは到底得られは

し君主いでるらう。

最初から言葉の尻を掴えたゃうで少 ｫｾ と左足げ

ない感も1 ' ; ; . いでは主主いが、今後氏C 論速の平明君主

らんととを希望ナるの絵り敢えて斯く指摘して置



く。

*  氏がその主力を向けて完膚友ぎまでに論聖書せ

られてゐるのは「未来のみを過去から直接連続せ

しめ」ゃうとする云はど「現在無視史観」とでも

調はるべきものに劃してど 2うる。がとのやうな過

去と未来との聞に現在が宰自にたってゐると云っ

た珍妙な歴史観を若し本気で信じてゐる者が2うり

とすればそれは狂人ぐらゐのものでるらう。

「だから戦後の建設は現在を素通して論究され

て良いと云ふ理由は成立し伝いJ どとるか現在を

素通して論究されたりしては大間違ひである。

従って「現在を一つの暫定的は現象として採り

上げようとする人 k の思念の君主かには重大なる反

省を必要とする信仰が内蔵されてゐる」と云ふ深

還なる信仰に到達された青山氏自身でるり訟がら

との文章の四E 行前に於て「現在の建築は戟時の

一時的現象とみ放す」と書かれてゐたむはハアど

うしたととでるらう。もう一度後返りして覆み直

してみたが. との庭論理の展開が不充分で2うれ

氏自身が果して何れむ側の信何を内擁されてゐる

のか、或ひは叉氏自身が自己撞着に陥られてゐる

のか何が何だか中Uￋ＾ｾいのである。

*  恐らくとの部分の青山氏む論越は. 或る他の

建築家がヱゴイステイク注態度で. 現在の建築問

題に燭れアに唯将来の建築理想について論じたり

に劃して奥へられたものえにのだらう。

だがとの際、氏はたどその建築家のエゴイズム

に封じて偲借君主き挟刻の筆を振はれるのみに止め

て置かれた方がより賢明で、るったと僕は思ふ。何

とたれば「王見在む建築問題に踊れなかった」と云

ふととは決して「歴史の質在を常定しなかった 」

と云ふやうな大それたととには嘗らえ主いからであ

る。

人は歴史の質在を肯定しながら町かも現在む問

題に踊れないと とも出来るし、また歴史の貰在を

宵定せ歩して現在の問題に踊れるととも在り得る

のである。

*  氏D 憂慮される如く若し歴史の貰在を識り得

歩而かもエゴイステイク君主る建築家が在りとせば

とれとそはわれわれの最も排撃す" " き愚劣建築家

でa>る。 I現質に真正面より執りっき得主主いエゴ

イストよれ新しい日本の建設が成就されるとナ

るなれば、それは偶然以外に激想する事は出来主主

ぃ」と云った生ぬるい現質妥協主義に堕するとと

えにしわれわれは全力を以て斯の如き愚劣漢の跳

梁蹴庖よりとむ新らしき日本を擁護せんと決意し

なければなら友い。

*  r今日建築が、建設でるるとか、防備で2うる

とか分けられるととナら、ナでに不自然で、ある」

と云った文章が前後の関聯も泣くボツンと挿まれ

てゐる。

今日の建築論壇K 於てとのやうえ主「建築を建設

的と防備的との二種に直分ナる」と云った思潮が

流行してゐるのかどうか僕は知ら主主いが. それに

してもただ抽象的に「不自1然である」と云ったと

とるで意味を成して来ない。或る程度までは建築

に健設的主主面と防備的えに面とが見られるのが自然

であるし、またその限度を越えでの建築む二側面

観は営然不自然で、あるだらう。

要はその限度を規定してか L るととが問題とた

り得るのでるって. それをただ 「今日建築が…・・

- 分けられるととナらすでに不自然でどぎる」と

J  ;..1ヒ; ; . 泳

披き直って見得を切ってみたととろで全く無意味

K 過をたい。

*  IW唯建築主義』のみに誠賞を披Eきした住宅建

築家は、すでに彼等の必要な役目を怒了した。園

民的、人間的倫理性をさへ要求せられる綜合技術

家が彼等の後に績かねばならない」一見尤もらし

い文章だが. 一種建築論上「唯建築主義」とは如

何主主る意味を有つのか。 I唯美主義j とか「唯構

造主義」とか云へばとれは確かに建築論上の問題

と成り得るが. r唯建築主義」友どと云ふものが

果して建築論上の問題と成り得ゃうか。建築家に

劃して「唯建築主義」を非難ずるのはあたかも園

民に劃して「唯闇民主義」を非難し、 人聞に到 し

て「唯人間主義」を非難しゃ うとす るの愚に等し

い。

とむ部分以後に展開される青山氏の論理は、建

築論と建築論の範園以上のもむとを盲滅法に混同
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した錯雑極りなきもりである。恐らくととら謹り

に氏の深還元主る結論は由来してゐるらしい。

九そ如何たる建築家と雌 L 建築家である以前

に箇民でSうれ又園民でるる以前に人聞で2うると

とは明自の理である。 1.人聞であるとと」と「圏

民であるとと」と「建築家であるとと」との三項

は、 青 山氏の考へて居られる如き相反的関係に在

るのでは決して主主くして、それらは論理的に並立

的関係に在るも rD1'd. のでるる。従って人聞が唯人

間的であるベきとと、圏民が唯園民的であるべき

ととの故を以て建築家が唯建築的でZうるべきとと

を否定するのは明らか怠る誤謬だ。人間論と圏民

論と建築家論とが整然と佼ひ分けられて始めて建

築論は真正の論と友り得るであらう。

*  氏む深遠主主る設論が間違ひだらけで喜うると云

ふととを立詮する震に氏は共同施設問題を引例さ

れてゐる。

「その不可能な原因が一方・的に彼等( と与では

一般居住者大衆を意味する一一築関註) rD唾棄す

べき因趨的主主家族主義か. 個人主義かむ罪にむみ

蹄せられるならば、建築家自身む思惟はー唐家族

主義的でa ? !:J . 個人主義的でるる」と氏の怖るべ

き論理D 飛躍D 見本が観られる。

とムに先歩共同施設質現の不可能は原因を 「一

方的に彼等の家族主義、個人主義の罪にむみ院す

る」と云った具合に融通の利か主主いやうに書き襲

へたりしてはそれは明らかに間違ひとたって来る

だらう。が氏の文章。中に「一方的に… ・ーのみ」

とか「唾棄すべき因襲的危」と云った言葉が使用

されてゐる以上、氏自身も既に家族主義、個人主

麓の「非」と「罪」とを承認されてゐるものム如

くである。

而して家族主義、個人主義の非を論じた建築家

の思惟が何故によりー暦家族主義的でるり個人主

義的であると云ふととになるのでるらうか。との

舗が対いに説明不足でるム僕の最も理解に苦し

むととるである。

氏の論法を以てすれば. エゴイズムの非のみを

論じるものは己自身がエゴイストとされ. 虚無主

義の非のみを論じるもむは己自身がよりー居強度

の虚無主義者とされてしまひそうでZうる。まさか
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とん左足馬鹿気たととはるりはずまい。

女或ひはまた、嘗て或る建築家が祉舎全盟主義

的建築論を唱へたととに営てつけて「もしも生活

の上に於ける共同的行動と云ふ駐に閲してのみた

らぽ、建築家よりむしろ彼等は遁かに金盟主義的

でるる」とたしためられてゐる。

が此の場合、建築家と一般大衆とどちらがより

金盟主義的でZうるかどうかと云った比較論なんか

問題になら君主いのではなからうか。たとへ偲りに

氏む設かれる通りに「建築家よりも彼等の方が遁

かにより金腫主義的である」と譲ったとしても、

それを以てして建築家が祉合金瞳主義的建築観を

持つのは間違ひだと云ム理由には決して左足りはし

ないだらう。

氏が真にその建築家に到して示唆てするととろ②

らんと期されたのならば、そむ人の唱へる所謂吐

合金盟主義左足るも rD..I. 内容C 是非についてむみ真

正面から論議されるむが本格であったりに、全然

的外れr D l 建築家と一般大衆との現献比較論J 1'd.

どを機管出されたが震に却って徒らに氏む論述を

混凱に陥れる結果となったととを氏のために遺憾

なととム思ふ次第でるる。

世t 氏に錨れば「共同生活D 利駄に鈍感であり得

る筈はない」筈であったととるの彼等が. 戎に忽

ちにして「鈍感でa ? り得えにければならたい」とと

になってしまうのだが、とむこつの矛盾した章句

の尻の仕末をつけるために氏は「生活の僚件の裏

側に、建築家の共同施設む探究は. 始めて展開さ

れねばえにらぬ」と訓を垂れられてゐる。

と. . 1 . 1 ' 1 : 氏の垂訓中の「生活む僚件む裏側」と云

ふ聞き馴れぬ言葉は何んむ意味主主のか。 1生活む

裏 面J とでも云はれ与ばそれはそれで一般に通用

するが、此庭では所謂「菱商」の意味でも放ささ

うなので、ま tb無断定主がら僕流に 11歴史的現貰枇

舎の構造的基礎f / rD意味くらゐに解揮してをくと

ととしよう。

国より共同施設の考察に営って枇含む歴史的構

造的基礎を探究してかムるととの必要怠るに誰し

も異見たからう。既に家族主義、個人主義. 全腫

主義等が論議の題目とたってゐるむも質はとの現



宝E吐舎の歴史的構造的基礎探究陀繋がるも ID .I. 一

つの現はれに他友らt . J . いのではないか。

所調「生活の裏側 J I Z ) 探究を主張して、家族主

義、個人主義、全盟主義問題検討を簡jfi l ' L軽蔑し

去られんとナる氏は、恐らくとれらのものが草君主

る根もなき祉会思想とむみ漉薄に理解されてゐる

むではなからうか、とれらのものが哲拳的課題、

経済的課題にまで繋がれてゐるものであるととを

認識されてゐないのではたからうか。

若し然らす写とすれば、青山氏はその所謂「生活

白裏側j にー嘘どんなものを探らうとしてゐられ

るのだらうか。一度その「裏側」をヒツクリ返し

てわれわれの眼前に縁け出して見せるの努をとっ

て戴きたいものである。

ヲ骨新の如くにして所謂「生活の僚件の裏側J I D

探究に成果を奉げ得たる以上、建築家を以て任歩

るものは、ｾ 、 歩やとれらの成果を兵組的ｴＮｊＮ建築表

象にまで形成すべきが営然のととでは主主いだらう

か。

それは決して氏の見られる如き 「空疎は形式」

などでは主主しとれまでの探究の成果を基礎とし

た科象的な方法で氏の指示されてゐるが如く「生

活の簡易化とか. どん主主方法で露されねばたらぬ

とか、此様君主設備が必要だとか等. k J にまでもま

とめ上げて行くととが則ち建築家の本領なのであ

る。

とれを「単なる一つの物語りに過言「泣いで2う白

う」と最後の土俵際に至って放郷してしまっては

折角の所謂「護側」の探究の努力も「骨折損の草

臥れ! 請け」的無意味と化し、 fお更に建築家として

の駐合的使命不履行の怠慢を非維せられても僻謹

む官余地は主主くなるでるらう。

建築家として究極の建築表象の形成を否定して

かムるととは、如何に所謂「生活の僚件の裏側」

の探究に努力が携はれゃうとも「偽作って魂入れ

宇」で主主くて「魂入れて梯作ら歩」の悔を百世に

遣すもりである。

以上の列品訟によ"っても、氏の大論詮の各所に婁主

主主D 幾重占が伏在してゐるととがわかったからには

われわれがとれを納得し稚かったのも亦宜主主る哉

と合戦がゆくのでるる。

然しそれでも推想、に推想を加へて遁置すれば、

氏の主張せんとされる論旨が議臨ながら窺はれ主主

くも主主い。僕の判讃したととるに撮れば、恐らく

氏は 「現在の史的段階に於ては、既成概念に於け

る住宅建築家の仕事は無くなるがそれに代って新

奥概念に於ける住宅建築家の仕事が生じて来る。

而して新興概念に於ける仕事たるものの量は建設

活動の量と逆比例的に増減ナるものでa ; る」と云

ふととを主張さh ゃうとしてゐられるらしい。

若し氏が上の論旨を真に徹底せしめゃうとされ

るならば「既成概念に於ける住宅建築家D 仕事と

は如何なるもの‘ であったむか、新興概念に於ける

住宅建築家の仕事は如何たるものでるるべきかむ

各々を確然と規定づけ. 聞して如何なる世曾的根

強によって新興概念の仕事は将来に登展性を有ち

得るか. また如何主主る科象的論践によって新興概

念の仕事の量と建設活動c 量とは逆比例するか」

に就いてのみ( 関聯C 主主い騒維論議などを挿入さ

れるととなり素直平明に論及された方がより効

果的であったらうし、また斯くせられるととによ

b一民と建築界a : 梓益するととる大とたるであら

う。

斯くして「住宅建築家む『しごと』は無くたる

むか無くならないのか」と題する疑問の一文を皐・

るが。何しろ原文は頗る深混雑解t . J . るもむなれば

僕の誤讃曲解主主きにしもあらす" ，此白黒占重 k 御寛

恕を乞ふ。 ( 1943. 8.  23)  
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常 務 合( 第15図〉

時 8 月 2 日午後 5 時15分- 5

時45分

Nr 陳 列 易

出 席 者 理 事 片 岡 合 長

常務 佐藤主紀、重走中主記

小林主計、西海主計

松久保主計、大下繍

斡、小林線斡

緩 事

1. 今後の各行事に関する件

2. 定款研究に関する件

3. 合員詮衡

級 告

1. 7 、 8 月例舎に関する件

2.建築法規刊行に闘する件

3. 雨合協談合経過報告

4. 4 合聯合工事務負規程委員舎綾

過報告

5. 出征除隊報告

常 務 命〈第16胆〉

時 8 月23 日午後5時一5時40分

)Yf 陳 列 揚

出 席 者 連 事 片 岡 令 長 、 竹 藤 副 曾
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ｊ 円以ｾＮＺＺ事 ｊｩ 勺 Ｒ ぞ斤Ｇぞ理忍曳 ， ｑ しＨｾｾＺＮＺ巧 ｩｾｾＢＺＺＺ［ＡＮＩＮＡＯ［

ｬｉＺｆ［［［ 評議 ＧｾｦｾＧ｜ｾ ｲＮ ｾｾｽＱｩｊｪｩＺｾｴｻｴ［ 鶏［ｴ ｧＺ｀ｦｾｪ

会

故 園 枝

員

博 氏

昭和18年 8 月 6 日本合合員園枝博氏病を以て逝去せら

る。淘に哀憶に禁へず訟に宵照と略援を掲げ惑がて弔意

を表ナ。

1. 氏は明治12年 6 月20 日岐阜l恥亡生る。

1. 明治38年 7 月東京帝園大拳工科大患建築科卒業。

1.  同40年 8 月斡薗統m: 府技師に任ぜらる。

1. 周 ＴＵ 年 Ｔ 月欧米各図 ｋ 出ｾ仰付付らる。

1  大正 7年 9 月高等官 3 等に陸欽せらる。

1. 同月願に依り本官を免ぜらる。

1. 同年10月五五位に銭ぜらる。

1. 同 B年 10月園枝エ王者所開量生現在に至る。

1  .  周 9 年 6 月本合合員に入舎。

1. 昭和18年 8 月 6 日病を以て逝去せらる亨年65歳。

長、松本i 1J曾「長 て梢凌ぎ宜し、定刻 2 時迄に? 自

常 遊 佐 藤 主 記 、 中 西 主 飽 阪停留所に集る者積率毎に殺を

薮中主記、小林主計 婚す。第 1 回は 1時¥50分愛パス

松久保主計、伊藤銅 にて14，5名向後、第 2 回は 2 1>寺

斡、大下綴斡、小称 10分のパスにて告書 1瓦息所たる

続瞬 西海図民動勢訓練所に肉ひ岡崎・

隊 司E に受附も閉鎖す〈戸川書記は外

1. 9 月例舎に関する件
2 名と共に第 2 見身! ! : . e庁の慈光院

2. 定款改正委員舎委. 員委吸器の件
に先霊童し荷量備に渚手ナ〉

3. 事技室集舎室移動に闘する件

4. 集合室取扱陀関ナる件

5. 評議員合開催に関する件

6. {主盤谷日本文化合館建築紋制問

祭懸賞募集の件

7. 合員詮衡

報 告

1. 8 月例合終了報告

2. 出征除隊報告

1. 告書 1見拳所、奈良西部函民勤者手

八 月 例 会
訓練所にては先裂の大和香記長

( 喜良西部圏雲師側議見5)
及繭酉訓練所庶務部長の案内 κ

日 時 8 月 7 日午後之時一午後8時
よ P 問所本館 2 階務堂K 入 ll/J 、

集 合 所 関 西 奈 良 線 泊 阪 停 留 所
態。

出席者 中西、重量中、松久保氏外30名 書記長見思上の注意毒事を述ペた

ＱＮ 蛍自は三伏の炎暑なるも民連ｾ 1) る後訓練所長陸軍中勝志岐豊間



下を紹介問所長は約30分に豆り

訓練所に闘し詳細説明あ P 一同

得るととろ不初、 1ちりて薮中常

務は参加者一向を代表して謝僻

を迷ペ亦合員各位におして例合

開催の挨拶をなす。

之より穏西庶毒者部長の祭内 i亡よ

P察、大器聖堂、作業所、浴室、

炊事場及庚: 場i ' Cて割11線中の欣況

を親し〈視察見書色ナ。

午後 4 時10分表玄関に集合、佐

々木、薮中南氏より記念撮影あ

り、特に訓練所の斡旋によ P玄

関迄出迎への借切パスに乗り、

4時30分間所を併し奈良採に向

ふ。

1. 第 2見息所、慈光院、主主中自動

主主の故隊其他の事情にて官接定時

間に遮れ奈良隣室i t5 時28分に乗

車小泉際下車、失より徒歩約 9

了タ腸傾〈頃慈光院の門を糧事る

戸問書院僚側に林机に或は庭園

に疲努の汗を梅宮涼を入れて閃

院心重量しの冷茶に喝を慰し奈良

主主山や大和平野を- i ( l i ' C牧ゆ、

英主主恢復、粉ありて院主尾関惑

京師は嘗院の起源由来及建築物

並K 今回園賓指定の著書院茶室に

つき説明後持偽堂にて忠震に感

衡の念を捧げ其冥癒を新り併せ

て本日参奔の各位先胞の霊を祭

るた b ー! 司持物全に端座ナ。

同師のE資産型始るや参列者は順次

偽前陀額き、容を焚き祈願、終

って茶室手手続後苅込t ' ; ; 庭園に列

して佐々木、重五中爾氏の記念撮

彰あ明。毒事色漸〈迫る 7 時より

設けの席κ 芳し締法料理の夕食

に舌鼓を打ち一同持参の白米 2

合に満腹ナ。小憩後間院の給薬

害次果. 等の土産に風呂取を張

b L 折から後山より出づる下弦

の月を頂き三々ヨ王身障絡に念I f

奈良に天王寺十亡思ひ思ひの家路

に念ぎたるは 810寺頃にして、践

に好天然i ' C i ! ! I まれ一同歓を盆し

此自の見lfI，を無事終了ナ。
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場部芳次若宮崎I i i ¥兜湯君flJ I [ 南村 佐原忠雄君主反京都豊烏区池袋日r 伊 藤 谷 誠 君 昭 和18年 8 月 1 日逝

中里鴻池組作業場内 4 の458 去

松 村 知 之 君 豊 中 市 新 兎1196 官 僚 俊 男 君 生 野 区 新 今 長 田f 4 の 普通貨助員
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